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コ
ラ
ム

卯年の意味、卯（うさぎ）は穏やか
で温厚な性質であることから、「家
内安全」。また、その跳躍する姿か
ら「飛躍」、「向上」を象徴するもの
として親しまれてきた。他にも「植
物の成長」という意味もあり、新
しいことに挑戦するのに最適な年
と言われている。

写真キャプション

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
が
本
格
化

し
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
た
し
か
に
国
境
を
越
え
た
食
料
の
供
給
が
遮

断
さ
れ
る
事
態
に
も
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
多
く
の

食
料
を
海
外
に
依
存
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
看
過
で

き
な
い
国
際
情
勢
の
急
変
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
同
時

に
1
9
9
9
年
の
基
本
法
の
施
行
か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
た
こ
と
で
、
農
業
と
農
村
を
め
ぐ
る
環
境
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
点
も
否
定
で
き
な
い
。
農
政
の

現
場
で
あ
る
市
町
村
の
視
点
に
立
っ
た
検
討
の
必
要

性
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
申
し
上
げ
な
が
ら
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い

る
の
は
全
国
町
村
会
に
よ
る
地
域
農
政
未
来
塾
で
あ

り
、
塾
生
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
た
成
果
と
し
て
の
研

究
論
文
で
あ
る
。
最
後
に
は
休
日
返
上
の
状
態
で
書

き
上
げ
ら
れ
た
論
文
に
は
、
自
身
の
町
村
の
未
来
に

向
け
て
創
造
力
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
が
多
い
。
集
中

的
な
学
び
と
考
察
を
通
じ
て
、
町
村
職
員
の
保
持
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
顕
在
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
卒

塾
後
の
地
元
社
会
へ
の
貢
献
に
も
大
い
に
期
待
し
た

い
。
と
は
言
え
、
気
に
な
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
は
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
制
度
が
し
ば
し

ば
不
安
定
な
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
役
場

の
職
員
に
は
頻
繁
に
変
化
す
る
制
度
の
詳
細
を
理
解

し
、
こ
れ
を
農
家
な
ど
の
関
係
者
と
共
有
す
る
た
め

の
作
業
に
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
創
造
力
の
発
揮
に
エ
フ
ォ
ー
ト
を
投
じ
る
こ

と
も
難
し
く
な
る
。

制
度
は
必
要
に
応
じ
て
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
安
直
な
変
更
は
再
変
更
や
再
々
変
更
に
つ

な
が
る
こ
と
に
も
な
る
。
比
較
的
安
定
し
て
い
た
農

地
を
め
ぐ
る
政
策
に
つ
い
て
も
、
過
去
10
年
ほ
ど
は

制
度
の
変
更
に
現
場
が
振
り
回
さ
れ
る
状
況
が
生
じ

て
い
る
。
今
回
の
基
本
法
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ

と
つ
は
、
基
本
法
の
も
と
で
の
農
政
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
制
度
の
形
成
や
変
更
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
農
政
を
具
体
的
に
支
え
る
市

町
村
の
職
員
の
仕
事
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
行
の
基
本
法
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団

体
は
「
区
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
応

じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

福
島
大
学
教
授
・
食
農
学
類
長

生し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

　
眞し

ん

一い
ち

制
度
の
安
定
性
も
大
切
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温
泉
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
～
温
泉
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ス
メ

　

�
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�
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授　

梅
川　

智
也
�
⑸

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
荒
木
会
長
が
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
３
回
総
会
に
荒
木
会
長
が
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒁

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催　

1
期
生
30
名
の
町
村
職
員
が
修
了
�
�
�
�
�
�
�
�
⒃

「
保
育
園
留
学
」
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
超
長
期
的
な
関
係
人
口
創
出
の
取
組
＝
北
海
道
厚
沢
部
町
��
⒅

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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新
し
い
創
造
、
始
動
か
ら
加
速
へ
�
�
�
�
�
�
�
�
熊
本
県
水
上
村
長　

中
嶽　

弘
継
�
�

論�

説

活�

動

活�

動

活�

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

全
国
町
村
会
長
新
年
挨
拶

総
務
大
臣
年
頭
所
感
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
の
町
村
長
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
の
全
国
町
村
長
大
会
で
は
、
全
国
の
町
村
長
が
３
年

ぶ
り
に
一
堂
に
会
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
全
国
９
２

６
の
町
村
が
一
致
結
束
し
て
採
択
し
た
決
議
等
に
則
り
、
本

会
の
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

の
波
を
繰
り
返
し
、深
刻
な
国
際
情
勢
に
伴
う
経
済
の
低
迷
、

物
価
高
騰
な
ど
が
国
民
生
活
と
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
さ
ら
に
は
７
月
か
ら
９
月
に
発
生
し
た
記
録
的
な

豪
雨
や
大
型
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
全
国
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越
え
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と

は
、
私
た
ち
町
村
長
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
地
域
防
災
力
の

一
層
の
充
実
強
化
と
地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
強
化
の
た
め
の
財
政
支
援

措
置
と
、
総
合
経
済
対
策
や
新
年
度
予
算
に
よ
る
力
強
い
支

援
を
国
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
町
村
は
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
、
国
民
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
お
り
、こ
の
、日
本
人
の
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
農
山
漁
村
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
我
々
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、東
京
一
極
集
中
が
続
く
な
か
で
、町
村
は
、

急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手

不
足
な
ど
地
域
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
総
じ
て

税
源
に
乏
し
く
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
情
勢
の
悪
化
等
を
踏
ま
え
た
食
料
安
全
保

障
の
確
立
に
向
け
て
、
農
林
水
産
業
の
生
産
力
強
化
な
ど
、

農
山
漁
村
の
将
来
を
見
据
え
た
対
策
の
抜
本
的
強
化
が
不
可

欠
で
す
。

加
え
て
、
新
た
な
政
策
課
題
で
あ
る
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
脱
炭
素
化
に
つ
い
て
、
時
代
の

潮
流
を
踏
ま
え
た
対
応
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。
と
り
わ
け
、
地
方
交

付
税
総
額
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
な
ど
で
強

く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
5
年
度
地
方
財
政
対
策
で
は
、
前
年
度

を
上
回
る
地
方
交
付
税
18
・
4
兆
円
を
含
む
一
般
財
源
総
額

が
確
保
さ
れ
、
社
会
保
障
関
係
費
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

脱
炭
素
化
等
の
推
進
等
の
地
方
財
源
が
措
置
さ
れ
る
と
と
も

に
、
臨
時
財
政
対
策
債
も
大
幅
に
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。

税
制
改
正
で
は
、
昨
年
末
の
大
綱
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
は
、
既
定
の
負
担
調
整
措
置
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
、
車
体
課
税
に
つ
い
て
環
境
性
能
割
の
税

率
区
分
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
地
域
の
自
立
性
・
自
主
性
の
向
上

の
た
め
、
地
方
税
の
充
実
確
保
と
併
せ
、
税
源
の
偏
在
性
が

小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
、
国
と
地
方
は
総
力
を
挙
げ
て
、
感
染
症
対
策
を

は
じ
め
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
国
土
強
靱
化
、
東
京

一
極
集
中
の
是
正
と
地
方
創
生
推
進
に
よ
る
分
散
型
国
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
や
大
規
模
災
害
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
」
を
追
求
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

９
２
６
町
村
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
一
層
強
固
に
し
、
直

面
す
る
困
難
な
諸
課
題
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、
豊
か
な
住

民
生
活
と
個
性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進
す
る
決

意
で
す
。

町
村
が
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
、

持
続
可
能
な
活
力
の
あ
る
地
域
を
創
造
し
う
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全 国 町 村 会 長 新 年 挨 拶全 国 町 村 会 長 新 年 挨 拶

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て

全
国
町
村
会
長

全
国
町
村
会
長
　　
荒荒  

木
　
泰

木
　
泰  

臣臣
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は
じ
め
に

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
総
務
大
臣
を
拝
命
し
ま
し
た
、松
本
剛
明
で
す
。

着
任
以
来
、
総
務
省
は
、
国
の
根
幹
を
支
え
、
そ
し
て
国

民
生
活
の
基
盤
と
な
る
地
方
行
財
政
、
選
挙
、
消
防
、
情
報

通
信
、
放
送
、
郵
便
、
行
政
評
価
、
統
計
な
ど
重
要
な
行
政

分
野
を
幅
広
く
所
管
す
る
省
だ
と
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

総
務
大
臣
と
し
て
、
緊
張
感
を
も
っ
て
全
力
で
職
務
に
取

り
組
み
、
国
民
の
皆
様
に
届
く
よ
う
な
政
策
が
実
現
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応

ま
ず
、
岸
田
内
閣
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」
に
つ
い
て
、
地
方
行
財
政
や
情
報
通
信

を
所
管
す
る
総
務
省
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
方
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
や
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
・
地
方
で
の
一

体
的
整
備
や
、
地
方
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
及
び
維

持
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地
方
分
散
や
、
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル

の
整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
へ
の
円
滑
な
移
行
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
、自
治
体
の
取
組
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

特
に
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
の
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
等
に

お
い
て
、
市
町
村
支
援
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に

要
す
る
経
費
や
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
組
の

中
核
を
担
う
職
員
の
育
成
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
い
て
、
地

方
財
政
措
置
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
研
修

の
充
実
な
ど
総
務
省
に
よ
る
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
消
防
・
防
災
の
高
度
化

を
推
進
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
は
、重
要
な
政
策
テ
ー

マ
の
１
つ
で
す
。
累
計
の
申
請
件
数
は
、
顔
写
真
付
の
本
人

確
認
書
類
と
し
て
最
も
普
及
し
て
い
る
運
転
免
許
証
の
保
有

者
数
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
令
和
４
年
度
末

ま
で
に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
と
い
う
政
府
目
標
を

踏
ま
え
、
申
請
促
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
を
２
月
末
ま
で
に
延
長
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
自
治

体
に
お
け
る
交
付
体
制
の
確
保
や
郵
便
局
を
活
用
し
た
申
請

サ
ポ
ー
ト
、
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
全
国
展
開
な
ど
の

利
便
性
向
上
に
係
る
施
策
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
住
民
の

利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、更
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
後
、
郵
便
局
に
お
い
て
、

郵
便
局
と
市
町
村
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
こ
と
等
に
よ
り
、

市
町
村
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
制
度
改
正
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
み
な
ら
ず
、年
齢
、

障
害
の
有
無
、
居
住
地
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
心
安
全
に
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
行
政
手
続
等
に
関
し
て
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者
の
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
率
が
低
い
地

方
部
な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
一
層
の
普
及
定
着
に
取
り
組
み

ま
す
。

加
え
て
、
次
世
代
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
「
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
」
に
つ
い
て
、
法
改
正
に
よ
り
恒
久
化
さ
れ

た
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
基
金
も
活
用
し
て
、

研
究
開
発
や
社
会
実
装
の
加
速
化
、
知
的
財
産
権
の
取
得
や

国
際
標
準
化
を
含
む
総
合
的
な
技
術
戦
略
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
量
子
通
信
、
Ａ
Ｉ
、
宇
宙
な
ど
の
重
要
な
最
先
端
技

術
の
研
究
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
グ
リ
ー
ン
化
の
推
進

地
方
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の

様
々
な
課
題
に
直
面
し
、そ
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
の
使
命
は
地
方
を
元
気
に
す
る
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ロ
ー
カ
ル
１
０
、
０
０
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
、
新
年
度
か
ら
創
設
予
定
の
「
ロ
ー
カ

ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
」に
よ
り
、地
域
で
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
数
を
令
和
８
年
度
ま

で
に
１
万
人
へ
拡
充
す
る
こ
と
を
目
標
に
、新
年
度
か
ら「
地

域
お
こ
し
協
力
隊 

受
入
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
で
支
援
の
充

実
を
図
り
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
・
拡
大
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
都
市
部
の
企
業
人
材
に
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
の
推
進
や
、
移

住
の
相
談
窓
口
で
あ
る
「
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
の
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活
用
促
進
と
と
も
に
、
地
域
運
営
組
織
の
多
機
能
化
等
に
関

す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
脱
炭
素
の
取
組
を
計

画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年
度
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
、
新
た
に
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業
費
」
を
１
、
０
０

０
億
円
計
上
す
る
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め

る
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展

開
等
に
よ
り
、地
域
脱
炭
素
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

「
過
疎
法
」
に
基
づ
き
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
向
け

た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
に
よ
る

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
等
の
推
進
に
よ
る
、
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ず
、
岸
田
内
閣
に
お
け
る
「
閣
僚
全
員
が
復
興
大
臣
」

と
の
強
い
思
い
の
下
、
就
任
し
て
最
初
の
視
察
先
と
し
て
福

島
県
を
訪
問
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
組
と
現
場
の
声

を
聴
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

近
年
の
災
害
の
多
様
化
・
激
甚
化
・
頻
発
化
や
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
巨
大
地
震
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靭
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
場
の
最
前
線

で
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防
の
果
た
す
役
割
は
益
々

増
大
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、緊
急
消
防
援
助
隊
や
常
備
消
防
の
充
実
強
化
、

地
方
公
共
団
体
の
災
害
対
応
能
力
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
特
に
、
団
員
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
消
防
団
に

つ
い
て
は
、
団
員
確
保
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
被
災
団
体
の
応
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

必
要
な
消
防
部
隊
や
応
援
職
員
を
円
滑
に
派
遣
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
等
が
技
術
職
員
を
確
保
し
、
技
術
職
員

が
不
足
す
る
市
町
村
の
支
援
・
災
害
時
の
中
長
期
派
遣
を
行

う
体
制
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
災
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
地
方
交
付
税
や
地
方
債
に
よ
る
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
適
切
に
対
応

し
ま
す
。

加
え
て
、
災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
・
強
靱
化
や
、
通

信
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
官
民
の
連
携
・
協
力
体
制
の

整
備
等
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
光
化
に
よ
る
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
耐
災
害
性
強
化
等

を
通
じ
て
、
災
害
時
に
も
情
報
を
確
実
に
届
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
的
確
な
運
用
を
行
う
た
め
の
取

組
や
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
の
実
施

に
よ
り
、
国
民
保
護
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
や
関
係
大
臣
会

合
の
円
滑
な
開
催
に
向
け
、
政
府
を
挙
げ
取
り
組
む
中
で
、

総
務
省
と
し
て
は
、
地
元
消
防
本
部
な
ど
と
し
っ
か
り
連
携

し
、
万
全
な
消
防
・
救
急
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
等
を
支
え
る

地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
等
を
支
え
る
地
方
行
財
政
基

盤
を
確
保
し
ま
す
。

現
在
、
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
国
と
地
方
公
共

団
体
の
関
係
の
在
り
方
や
地
方
議
会
の
在
り
方
等
が
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、「
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住

民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に
関

す
る
答
申
」
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
答
申
の
趣
旨

の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
口
構
造
等
の
変
化
や
リ
ス
ク
に
対
応
し
、
持

続
可
能
な
形
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
間
の
多
様
な
広
域
連
携
を
進
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
が
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
つ
つ
、
地
域
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
の
推
進
、
地
方
公
共
団
体
の
施
設
の

光
熱
費
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
、
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
、
前
年
度
を
０
・
２
兆
円

上
回
る
62
・
２
兆
円
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税

総
額
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
を
０
・
３
兆
円
上
回
る
18
・
４

兆
円
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
を
前
年
度
か
ら

０
・
８
兆
円
抑
制
し
た
１
・
０
兆
円
と
し
、
そ
の
残
高
を
２
・

９
兆
円
縮
減
す
る
な
ど
、
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

主
な
歳
出
項
目
に
つ
い
て
は
、「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推

進
費
」
２
、
０
０
０
億
円
に
つ
い
て
、
事
業
期
間
を
令
和
７

年
度
ま
で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
及
び
令
和
６

年
度
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活
用
特
別
分
と
し
て
、

５
０
０
億
円
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業
費
」
を
１
、
０
０

０
億
円
計
上
す
る
ほ
か
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
図
書
館
、
文

化
施
設
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
施
設
の
光
熱
費
の
高
騰
を
踏

ま
え
、
一
般
行
政
経
費
を
７
０
０
億
円
増
額
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
今
回
の
対
策
を
踏
ま

え
、
地
域
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
自
動
車
税
等
の
環

境
性
能
割
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
半
導
体
不
足
等
の
状
況
を

踏
ま
え
、
異
例
の
措
置
と
し
て
、
現
行
の
税
率
区
分
を
令
和

５
年
末
ま
で
据
え
置
く
こ
と
と
し
た
一
方
、
今
後
３
年
間
の

措
置
と
し
て
、
よ
り
環
境
性
能
の
良
い
車
両
の
普
及
を
後
押

し
し
て
い
く
た
め
、
税
率
区
分
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
地
方
公
共
団
体
の
税
収
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
と
と
も

に
、
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、
定
年
引
上
げ
の
円
滑

な
実
施
や
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
適
正
な
運
用
等
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
を
始
め
、
地

方
公
務
員
の
女
性
活
躍
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
例
え
ば
、
消
防
分
野
に
お
い
て
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
消
防
職
員
及
び
団
員
の
更

な
る
増
員
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
で
決
定
し
た
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
向
け

た
政
策
の
考
え
方
」
に
基
づ
く
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
等
に
向
け
、
私
を
本
部
長
と
す
る
地

方
連
携
推
進
本
部
の
下
、
全
て
の
都
道
府
県
、
政
令
市
と
の

連
絡
体
制
も
活
用
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
現
場
の
声
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

む
す
び

皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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論　説

地
域
の
経
済
・
雇
用
を
支
え
る
観
光
立
国

へ
の
復
興
は
、
国
の
成
長
戦
略
の
１
つ
で
あ

る
。
単
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
数
を
追
う

量
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
た

な
観
光
・
観
光
地
の
高
質
化
、
付
加
価
値
化

に
向
け
た
質
の
転
換
、
つ
ま
り
「
創
造
的
復

興
（B

uild back better

）」
を
目
指
す
こ

と
に
意
義
が
あ
る
。
そ
れ
は
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
も
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
全
国
の
市
町
村
の
約
8
割
、

町
村
の
半
数
以
上
に
賦
存
す
る
身
近
な
地
域

資
源
で
あ
る
「
温
泉
」
に
着
目
。
世
界
的
に

み
て
も
こ
れ
だ
け
多
種
多
彩
な
温
泉
資
源
を

有
す
る
国
は
希
有
で
あ
り
、
改
め
て
そ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
価
値
を
再
認
識
し
、
そ
し
て
さ

ら
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
「
創
造
的
復
興
」

に
結
び
つ
け
て
い
く
方
策
に
つ
い
て
論
考
し
た

い
。

世
界
に
温
泉
大
国
と
い
わ
れ
る
国
は
数
多

い
。
欧
州
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
を
は
じ
め
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
、
そ
し

て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
な
ど
や
、
ア
ジ
ア
で
は
韓

国
、
台
湾
な
ど
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
西
部
に
も

多
く
の
温
泉
が
み
ら
れ
る
。

日
本
は
別
府
や
熱
海
、
伊
東
な
ど
欧
州
の

よ
う
な
温
泉
都
市
は
数
少
な
い
も
の
の
、
温

泉
街
と
い
わ
れ
る
ま
ち
や
集
落
は
比
較
的
地

方
部
、
し
か
も
自
然
豊
か
な
地
域
に
多
く
立

地
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
秘
湯
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
温
泉
地
に

も
人
々
が
訪
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
本
人
の
旅
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
江
戸

時
代
の
旅
は
、
関
所
（
出
入
国
審
査
）
と
手

形
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
大
き
な
障
壁
と
な
っ

て
自
由
な
旅
は
難
し
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
例

外
扱
い
だ
っ
た
の
が
お
伊
勢
参
り
や
大
山
詣

で
な
ど
の
社
寺
参
詣
と
農
閑
期
や
病
気
療
養

の
た
め
の
温
泉
湯
治
で
あ
っ
た
。
農
民
は
み

な
鍋
釜
持
参
で
湯
治
に
出
掛
け
、
疲
れ
た
身

体
を
癒
や
し
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
高
度
成
長
期
、
日
本
人
の
旅
行
は

団
体
旅
行
が
隆
盛
と
な
り
、
温
泉
旅
館
は
こ

ぞ
っ
て
大
規
模
化
を
指
向
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
90
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

は
、
急
速
な
個
人
旅
行
へ
の
志
向
変
化
に

よ
っ
て
団
体
旅
行
が
激
減
、
多
く
の
大
規
模

旅
館
は
経
営
破
綻
し
、
宿
泊
施
設
の
形
態
は

大
き
く
変
化
し
た
。

一
方
、
日
本
人
の
旅
行
志
向
で
不
動
の
第

1
位
は
「
温
泉
旅
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
い

つ
の
時
代
で
も
老
若
男
女
を
問
わ
ず
に
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
温
泉
に
対
す
る
根
強
い

ニ
ー
ズ
が
あ
り
な
が
ら
、
実
は
温
泉
地
は
こ

の
30
年
間
ほ
ど
急
速
に
宿
泊
客
を
減
ら
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
既
存
観
光
地
の

代
表
と
し
て
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
未
だ
に
廃
墟
と
化
し
た
ホ
テ
ル
や
旅
館

が
建
ち
並
ぶ
温
泉
地
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、

近
年
、
若
年
層
に
訴
求
し
、
元
気
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
温
泉
地
も
増
え
て
き
た
。

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
訪
日
外
国
人
は

少
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
温
泉
志
向
に
も
根

強
い
も
の
が
あ
る
。
世
界
中
に
「
温
泉
」
は

賦
存
す
る
が
、
男
女
別
々
に
、
水
着
を
つ
け

ず
、
岩
や
檜
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
特
な

風
呂
（
浴
槽
）
で
、
比
較
的
高
温
の
温
泉
に

首
ま
で
ゆ
っ
た
り
と
浸
る
入
浴
ス
タ
イ
ル
、

し
か
も
多
種
多
様
な
泉
質
が
楽
し
め
る
と
い

う
日
本
の
温
泉
・
温
泉
文
化
（
＝O

nsen

）

は
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
宝
と
し
て
世
界
的
に

認
識
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

毎
日
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
新
雪
（
ジ
ャ
パ

ウ
）
が
積
も
る
地
域
は
世
界
広
し
と
い
え
ど

も
極
め
て
珍
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
ニ
セ
コ

や
白
馬
な
ど
へ
ス
キ
ー
に
来
て
い
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
が
我
々
日
本
人
に
教
え
て
く
れ

た
よ
う
に
、
新
し
い
価
値
発
見
者
で
あ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
日
本
の
「O

nsen

」

が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
夢
で
は
な

い
。
か
つ
て
草
津
温
泉
の
泉
質
の
良
さ
が
ド

イ
ツ
人
医
師
・
ベ
ル
ツ
博
士
に
よ
っ
て
世
界

に
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
。

⑴　

温
泉
所
在
地
・
宿
泊
施
設
の
動
向

日
本
の
温
泉
地
は
、
環
境
省
に
よ
る
と
全

は
じ
め
に

1
．�

温
泉
大
国
・
日
本
を

概
観
す
る

2
．��

全
国
の
温
泉
地
の

状
況
を
み
る

温
泉
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

　

～
温
泉
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ス
メ

梅
川
　
智
也

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
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論　説

国
で
2
、
９
３
４
カ
所
（
宿
泊
施
設
を
有
す

る
）、
源
泉
数
２
７
、
９
７
０
カ
所
に
及
び
、

そ
の
う
ち
38
・
９
％
は
未
利
用
と
な
っ
て
い

る
。
温
泉
所
在
市
町
村
は
、
２
０
２
０
年
度

現
在
、
全
国
1
、
７
１
８
市
町
村
の
う
ち

1
、
４
５
０
市
町
村
（
84
・
４
％
）、
町
村

で
み
る
と
９
２
６
町
村
中
４
６
５
町
村

（
50
・
２
％
）で
あ
る
。日
本
全
国
ど
こ
へ
行
っ

て
も
温
泉
が
あ
る
と
い
っ
た
世
界
的
に
も
特

異
な
様
相
と
な
っ
て
い
る
。

源
泉
を
利
活
用
す
る
宿
泊
施
設
数
の
推
移

を
み
る
と
、
１
９
６
０
～
70
年
代
に
か
け
て

急
速
な
増
加
を
遂
げ
た
も
の
の
、
80
年
代
に

入
る
と
横
ば
い
状
態
を
続
け
、
１
９
９
５
年

の
１
５
、
７
１
４
軒
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０
０

０
～
10
年
代
は
減
少
を
続
け
、
最
新
の
２
０

２
０
年
度
は
１
２
、
９
２
４
軒
と
ピ
ー
ク
時

か
ら
2
割
ほ
ど
の
減
少
を
み
せ
て
い
る
。
た

だ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
、
19
年
度
は
、
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

⑵　

宿
泊
人
員
の
動
向

需
要
側
で
あ
る
延
べ
宿
泊
人
員
の
推
移
を

み
る
と
、
１
９
５
０
年
代
後
半
の
高
度
成
長

期
に
急
速
な
伸
び
を
み
せ
、
73
年
度
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
前
に
1
億
2
千
1
百
万
人
泊
と

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
減
少

を
続
け
た
。
80
年
代
に
入
る
と
再
び
増
加
に

転
じ
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
１
９
９
６
年

度
の
1
億
4
千
3
百
万
人
泊
を
ピ
ー
ク
に
再

び
減
少
し
た
。
近
年
に
な
る
と
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
２
０
１
１
年
度
を
ボ
ト
ム
に
、

外
国
人
旅
行
者
の
増
加
や
若
年
層
に
支
え
ら

れ
て
増
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
７
、

18
年
度
に
は
、
年
間
1
億
3
千
万
人
泊
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
民
が
1
年
に
1
泊
以

上
温
泉
地
で
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

観
光
需
要
の
多
く
を
温
泉
地
が
受
け
入
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図

－

1
）。

⑴　

温
泉
法
の
課
題

昭
和
23
年
、
新
憲
法
下
で
温
泉
法
が
施
行

さ
れ
、
温
泉
行
政
は
厚
生
省

の
所
管
と
な
っ
た
。
簡
単
に

い
え
ば
、
所
管
部
署
が
警
察

か
ら
保
健
所
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
現
在
は
環
境
省
の

所
管
で
あ
る
が
、
文
化
財
保

護
法
な
ど
と
並
ん
で
戦
後
の

急
激
な
国
土
開
発
に
対
し
て

貴
重
な
国
民
的
な
資
源
を
守

る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
法
の

目
的
は
、
温
泉
の
保
護
、
可

燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害

の
防
止
及
び
温
泉
の
利
用
の

適
正
化
、
そ
し
て
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

に
あ
る
。
同
法
に
よ
る
温
泉

の
「
定
義
」
は
、「
泉
源
に

お
け
る
水
温
が
摂
氏
25
度
以

上
で
、
か
つ
19
種
類
の
成
分

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
1
つ
以

上
が
規
定
の
含
有
量
以
上
の

も
の
を
含
む
」
と
比
較
的
緩
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
全
国
至
る
と
こ
ろ
に

温
泉
が
賦
存
す
る
と
い
う
状
況
を
生
ん
で
い

る
と
も
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
温
泉
法
は
、
掘
削
や
成

分
、
管
理
等
温
泉
そ
の
も
の
に
関
す
る
法
律

で
あ
り
、
温
泉
地
全
体
の
再
生
や
振
興
に
関

す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

3
．��

温
泉
に
ま
つ
わ
る
法
制
度
を

み
る
―
温
泉
法
と
入
湯
税

梅川　智也（うめかわ　ともや）
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図-１　全国の温泉地の宿泊施設数、延べ宿泊利用人員の推移
� 出典：環境省『温泉利用状況』
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論　説

⑵　

入
湯
税
の
概
況

自
治
体
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
市
町

村
税
で
あ
り
観
光
振
興
に
活
用
で
き
る
目
的

税
で
あ
る
入
湯
税
が
あ
る
。
入
湯
税
は
地
方

税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
税
目
で
、
次
の
４

つ
に
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
①
環
境
衛

生
、
②
源
泉
保
護
管
理
、
③
消
防
施
設
、
④

観
光
振
興
で
あ
る
。
④
の
観
光
振
興
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
１
年
か

ら
で
、
残
念
な
が
ら
認
知
度

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。

も
と
も
と
入
湯
税
は
、
１

８
７
８
年
の
雑
種
税
に
始
ま

り
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
自

治
体
に
少
し
で
も
独
自
財
源

を
と
い
う
こ
と
か
ら
導
入
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
都
道
府

県
税
で
あ
っ
た
時
代
も
あ
っ

た
が
、
１
９
５
０
年
の
地
方

税
法
改
正
を
契
機
に
市
町
村

税
と
な
り
、
１
９
５
７
年
に

目
的
税
と
な
っ
た
。
し
か
し

現
在
で
は
一
般
財
源
的
に
活

用
し
て
い
る
自
治
体
も
少
な

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ

う
。全

国
1
、
７
１
８
自
治
体

の
う
ち
、
入
湯
税
を
徴
収
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
２
０
２

０
年
度
で
９
８
０
市
町
村

（
57
・
０
％
）
で
あ
り
、
徴
収
額
は
１
２
３

億
6
千
万
円
で
あ
る
。
さ
ら
に
町
村
で
み
る

と
、
９
２
６
町
村
中
４
６
５
町
村
（
50
・

２
％
）、
徴
収
額
は
36
億
6
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
て
い
な
い
２
０
１
９
年
度
は
全
国
で
２
２

５
億
円
、
町
村
で
約
65
億
円
で
あ
る
。
入
湯

税
を
徴
収
す
る
各
市
町
村
は
入
湯
税
条
例
を

制
定
す
る
が
、
そ
の
中
で
修
学
旅
行
は
免
税

と
し
た
り
、
長
期
滞
在
者
に
対
し
て
は
減
税

す
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

入
湯
税
の
大
き
な
特
徴
の
１
つ
は
、
地
域

住
民
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
温
泉
地
に

来
訪
す
る
域
外
の
人
が
主
た
る
納
税
者
で
あ

る
こ
と
だ
。
し
か
も
地
域
が
観
光
振
興
に
努

力
し
、
宿
泊
客
（
入
湯
客
）
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
税
収
が
増
加
す
る
と
い
う
極
め
て

や
る
気
が
出
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

（
表

－

1
、
図

－

2
）。

⑶　

入
湯
税
を
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

最
近
、
こ
の
入
湯
税
を
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
具
体

的
に
は
標
準
税
率
１
５
０
円
に
１
０
０
～
１

５
０
円
程
度
を
上
乗
せ
し
、
そ
の
超
過
課
税

分
を
温
泉
地
の
観
光
協
会
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
）
が
行
う
観
光
ま
ち
づ
く

表-１　入湯税を徴収している全国の市町村（都道府県別）／令和２年度
※：政令市+市

全市町村数

(特別区) 市※ 町 村 (特別区) 市※ 町 村 徴収税額(千円)

北海道 35 129 15 30 90 7 144 97 67.4% 598,222

青森県 10 22 8 9 10 3 30 13 43.3% 36,384

岩手県 14 15 4 10 8 0 19 8 42.1% 78,747

宮城県 14 20 1 9 13 0 21 13 61.9% 72,915

秋田県 13 9 3 13 6 2 12 8 66.7% 94,621

山形県 13 19 3 13 18 3 22 21 95.5% 100,383

福島県 13 31 15 11 21 8 46 29 63.0% 148,146

茨城県 32 10 2 13 5 0 12 5 41.7% 61,177

栃木県 14 11 0 11 6 0 11 6 54.5% 147,126

群馬県 12 15 8 10 7 6 23 13 56.5% 280,494

埼玉県 40 22 1 9 3 0 23 3 13.0% 5,841

千葉県 37 16 1 17 6 1 17 7 41.2% 16,387

東京都 (23) 26 5 8 (16) 4 3 3 13 6 46.2% 11,409

神奈川県 19 13 1 9 5 0 14 5 35.7% 453,721

新潟県 20 6 4 17 5 2 10 7 70.0% 104,272

富山県 10 4 1 9 4 0 5 4 80.0% 19,142

石川県 11 8 0 9 4 0 8 4 50.0% 32,037

福井県 9 8 0 8 6 0 8 6 75.0% 42,445

山梨県 13 8 6 12 7 5 14 12 85.7% 168,193

長野県 19 23 35 19 18 24 58 42 72.4% 354,300

岐阜県 21 19 2 14 4 1 21 5 23.8% 21,362

静岡県 23 12 0 15 9 0 12 9 75.0% 128,380

愛知県 38 14 2 14 5 1 16 6 37.5% 23,866

三重県 14 15 0 10 5 0 15 5 33.3% 31,208

滋賀県 13 6 0 10 0 0 6 0 0.0% 0

京都府 15 10 1 7 1 0 11 1 9.1% 2,624

大阪府 33 9 1 19 3 0 10 3 30.0% 3,587

兵庫県 29 12 0 22 5 0 12 5 41.7% 32,926

奈良県 12 15 12 3 3 3 27 6 22.2% 16,603

和歌山県 9 20 1 5 14 1 21 15 71.4% 194,143

鳥取県 4 14 1 4 5 1 15 6 40.0% 42,704

島根県 8 10 1 8 6 0 11 6 54.5% 21,176

岡山県 15 10 2 11 4 1 12 5 41.7% 9,397

広島県 14 9 0 11 6 0 9 6 66.7% 13,680

山口県 13 6 0 11 2 0 6 2 33.3% 4,111

徳島県 8 15 1 5 3 0 16 3 18.8% 4,284

香川県 8 9 0 4 6 0 9 6 66.7% 44,475

愛媛県 11 9 0 8 1 0 9 1 11.1% 293

高知県 11 17 6 5 3 2 23 5 21.7% 9,734

福岡県 29 29 2 18 7 1 31 8 25.8% 33,133

佐賀県 10 10 0 9 7 0 10 7 70.0% 19,495

長崎県 13 8 0 13 5 0 8 5 62.5% 9,659

熊本県 14 23 8 11 16 7 31 23 74.2% 85,206

大分県 14 3 1 11 3 0 4 3 75.0% 21,367

宮崎県 9 14 3 6 7 0 17 7 41.2% 33,068

鹿児島県 19 20 4 12 5 0 24 5 20.8% 8,093

沖縄県 11 11 19 7 3 0 30 3 10.0% 16,550

合計 (23) 792 743 183 (16) 515 383 82 926 465 50.2% 3,657,086

全自治体数 入湯税を徴収

市町村数 全町村
数

入湯税徴収町村

出典：�総務省『市町村税（団体区分別）の収入状況』、並びに『決算カード』より筆者作成
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論　説

り
事
業
の
た
め
に
補
助
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
釧
路
市
の
阿
寒
湖
温
泉
が
２
０
１
５
年

4
月
に
は
じ
め
て
導
入
し
た
の
を
契
機
に
、

２
０
１
９
年
4
月
に
別
府
温
泉
（
別
府
市
）、

２
０
２
０
年
4
月
に
長
門
湯
本
温
泉
（
長
門

市
）
が
相
次
い
で
導
入
し
て
い
る
。
町
村
で

も
層
雲
峡
温
泉
（
上
川
町
）
な
ど
現
在
で
は

10
市
町
村
で
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
温
泉
入
浴
客
だ
け
が
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
平
等
性
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の

宿
泊
客
に
負
担
し
て
も
ら
う
宿
泊
税
の
方
が

望
ま
し
い
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
現
在
、
東

京
都
、
大
阪
府
、
京
都
市
、
金
沢
市
な
ど
、

町
村
で
は
唯
一
倶
知
安
町
が
宿
泊
税
を
導
入

し
て
い
る
が
、
導
入
を
検
討
し
て
い
る
自
治

体
も
少
な
く
な
い
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
後
を
見

据
え
て
２
０
２
３
年
4
月
に
は
長
崎
市
が
導

入
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
全
国
の
町
村
に
所
在
す
る
温

泉
地
で
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

⑴　

�

北
海
道
・
豊
富
町　
　
　
　
　
　
　
　

～
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
湯
治
客
受
入

最
北
の
温
泉
郷
・
豊と
よ

富と
み

温
泉
は
、
大
正
15

（
１
９
２
６
）
年
石
油
試
掘
中
に
湧
出
し
た

温
泉
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
油
分
を
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
１
９
９
０
年
代
、
乾
癬
や
ア
ト

ピ
ー
等
の
皮
膚
疾
患
改
善
に
効
果
が
あ
る
と

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
が
日
帰
り
温

泉
施
設
や
湯
治
客
向
け
宿
泊
施
設
を
整
備
し

た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
湯
治
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
１
７
年
に

は
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
（
連
携
型
）

に
認
定
さ
れ
、
道
外
か
ら
の
湯
治
客
や
長
期

滞
在
客
の
割
合
が
増
加
し
た
。

民
間
主
体
の
受
入
体
制
づ
く
り
は
、
旅
館

の
若
い
後
継
者
達
が
戻
っ
て
き
た
２
０
０
６

年
頃
か
ら
活
発
化
し
た
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

（
湯
治
客
へ
の
相
談
員
）
設
置
や
「
ア
ト
ピ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
豊
富
」
を
は
じ
め
と
し
た
誘

客
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

に
よ
り
、
湯
治
客
の
居
場
所
の
拡
充
が
図
ら

れ
た
。
現
在
で
は
、
住
民
の
み
な
ら
ず
移
住

し
た
湯
治
客
自
身
が
経
営
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
や
カ
フ
ェ
も
開
設
さ
れ
た
り
、
雇
用
促
進

の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ
た
り

と
湯
治
客
の
受
入
体
制
づ
く
り
が
拡
が
っ

て
い
る
。

⑵　

�

群
馬
県
・
水
上
町�

�

～
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

　

草
津
温
泉
や
伊
香
保
温
泉
な
ど
温
泉
県
・

群
馬
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
し
て
活
況
を
呈

し
て
い
た
水
上
温
泉
で
あ
る
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
団
体
か
ら
個
人
へ
の
急
速
な
観
光
需

要
の
変
化
に
対
応
が
遅
れ
、
ホ
テ
ル
・
旅
館

の
廃
業
が
相
次
い
だ
。転
機
は
１
９
９
５
年
、

白
馬
在
住
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
Ｍ
氏
の

来
訪
で
あ
っ
た
。
彼
は
利
根
川
上
流
で
の

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
を
主
体
と
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
事
業
を
展
開
し
、
現
在
で
は
水
上
温
泉
を

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し

た
。
地
域
の
自
然
や
観
光
に
対
す
る
高
い
志

は
、
水
上
温
泉
再
生
の
コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー

カ
ー
と
も
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
２
０
１
７
年
か
ら
水
上
温
泉
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
始
ま
っ

た
。
官
民
が
連
携
し
て
地
域
の
民
間
企
業
や

若
手
の
仲
間
ら
に
よ
っ
て
ま
ち
な
か
に
あ
る

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ

て
い
く
事
業
で
あ
る
。
す
で
に
6
軒
の
遊
休

不
動
産
が
再
生
さ
れ
、
廃
墟
と
な
っ
た
ホ
テ

ル
の
解
体
や
新
し
い
宿
泊
施
設
の
開
業
な
ど

が
進
ん
で
い
る
。

⑶　

�

長
野
県
・
山
ノ
内
町
～
地
元
金
融
機
関

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立

全
国
有
数
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
志
賀
高

原
を
有
す
る
山
ノ
内
町
で
あ
る
が
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
の
ス
キ
ー
需
要
の
激
減
に
よ
っ

て
地
域
は
大
き
く
疲
弊
し
て
い
た
。
町
内
の

9
つ
の
温
泉
の
総
称
で
あ
る
湯
田
中
・
渋
温

泉
郷
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
、
地
域
の
金
融
機

関
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
「
個
」
の

支
援
で
は
な
く
、「
面
」
的
支
援
に
関
与
し

た
先
駆
的
な
取
り
組
み
事
例
で
あ
る
。
ま
ち

づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、
情
報
発
信
を
目
的

に
地
域
の
若
手
を
巻
き
込
み
な
が
ら
２
０
１

３
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社

「W
A

K
U

W
A

K
U

や
ま
の
う
ち
」
の
設
立
や

「A
LL

信
州
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
の
設

立
な
ど
に
よ
っ
て
遊
休
物
件
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
地
域
を
支
え
る
経
営
人

材
の
育
成
や
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

⑷　

�

熊
本
県
・
南
小
国
町�

�

～
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
の
策
定

温
泉
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
い
る

黒
川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
が
設
立
60
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
未
来

の
望
ま
し
い
姿
を
描
こ
う
と
策
定
さ
れ
た
の

が
「
黒
川
温
泉
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

あ
る
。
温
泉
街
全
体
を
１
つ
の
大
き
な
旅
館

4
．��

全
国
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
み
る

－

ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
事
例
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論　説

と
見
立
て
た
「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」
を
地
域

理
念
と
し
、
個
々
の
旅
館
が
競
い
合
い
な
が

ら
、
温
泉
地
全
体
で
繁
栄
し
て
い
こ
う
と
の

志
で
あ
る
。「
世
界
を
癒
す
～
日
本
里
山
の

豊
か
さ
が
循
環
す
る
温
泉
地
へ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、旅
館
の
食
品
残
渣
の
堆
肥
化
か
ら
、

野
菜
栽
培
、
旅
館
の
料
理
へ
と
循
環
す
る

「
一
帯
地
域
コ
ン
ポ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
あ
か
牛
料
理
１
食
に
対
し
て
50
円
が
寄

付
さ
れ
る
「
あ
か
牛
フ
ァ
ン
ド
」
の
創
設
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
「
黒
川
塾
」
な
ど

持
続
可
能
な
温
泉
地
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑴　

�

ニ
ー
ズ
の
変
化
と
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
対
応
～
若
者
へ
の
期
待

か
つ
て
日
本
で
温
泉
と
い
え
ば
「
ひ
な
び

た
」「
古
く
さ
い
」「
年
寄
り
ば
か
り
」と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
昭
和
と
い
う
時
代
が
終
わ
っ

て
30
年
以
上
が
経
過
し
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
と

も
い
わ
れ
る
な
か
で
、
ま
だ
そ
の
面
影
を
残

す
温
泉
地
に
対
し
て
少
し
ず
つ

見
方
、
考
え
方
が
変
化
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
年
の
温
泉
地
は
20
代
か
ら

30
代
、
い
わ
ゆ
る
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
や
Ｚ
世
代
と
い
わ
れ
る
年

代
の
利
用
者
が
予
想
以
上
に
多

く
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
昭
和

の
町
並
み
を
古
く
さ
い
と
は
思

わ
ず
、あ
る
種
の
「
懐
か
し
さ
」

を
感
じ
て
温
泉
ま
ち
歩
き
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
草
津
町

（
草
津
温
泉
）
で
は
、
彼
ら
を

意
識
し
、
温
泉
街
の
メ
イ
ン
シ

ン
ボ
ル
・「
湯
畑
」
と
は
別
に
、

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
「
裏

草
津
」
を
整
備
し
た
。
草
津
に

来
訪
し
た
人
々
は
必
ず
湯
畑
を

訪
れ
、利
用
の
集
中
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
分
散
効
果
も
狙
っ
て
い
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
数
万
冊
の
マ
ン
ガ
を
集

め
た
「
漫
画
堂
」
や
洒
落
た
「
カ
フ
ェ
」、

の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ソ
フ
ァ
の
あ
る

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
小
綺
麗
な
公
園
な
ど
が
ふ

る
さ
と
納
税
の
資
金
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。

彼
ら
ミ
レ
ニ
ア
ル
・
Ｚ
世
代
が
こ
れ
か
ら

新
た
な
「
湯
治
文
化
」
を
生
み
出
す
の
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
温
泉
に
行
っ
た
ら
一
泊
二

食
の
旅
館
に
泊
ま
る
こ
と
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

だ
と
理
解
し
て
い
る
我
々
の
世
代
と
は
異
な

り
、
数
日
程
度
滞
在
可
能
な
簡
素
な
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
や
空
き
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
現

代
長
屋
な
ど
に
滞
在
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。

⑵　

�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
戦
略
的
対
応�

�

～
「
Ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｎ
」
理
解
の
推
進
と
世

界
へ
の
情
報
発
信

２
０
２
２
年
10
月
11
日
以
降
、
コ
ロ
ナ
の

水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
て
以
降
、
急
激
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
政
策

投
資
銀
行
と
日
本
交
通
公
社
の
共
同
研
究
に

よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
ど
こ
に
行
き

た
い
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
、
31
の
対
象

国
・
地
域
の
中
で
「
日
本
」
と
回
答
し
た
割

合
が
第
1
位
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
ア
ジ
ア

で
そ
の
傾
向
が
強
く
、
欧
米
豪
で
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
第
1
位
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
で
第
2
位
、
フ
ラ
ン
ス
で
5
位
と
い
ず
れ

も
訪
日
意
向
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
の
温
泉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
国

に
よ
っ
て
異
な
る
。
我
々
日
本
人
が
全
裸
か

つ
男
女
混
浴
の
ド
イ
ツ
の
サ
ウ
ナ
に
抵
抗
が

あ
る
の
と
同
様
、
欧
米
人
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
か
も
し
れ
な
い
。
中
国
人
も
大
勢
で
入

浴
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
意
外
に
日

本
の
温
泉
は
苦
手
と
い
う
方
も
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
度
、
体
験
す
る

と
全
く
意
識
や
考
え
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
が
日
本
の
温
泉
で
あ
る
。
日
本
文
化
と
し

て
一
度
は
温
泉
・
温
泉
文
化
「
Ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｎ
」

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
良
さ
を
分
か
っ

て
も
ら
う
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
０
２
０
年
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
サ
ウ

ナ
の
伝
統
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。続
く
２
０
２
１
年
に
は「
欧

州
の
大
温
泉
保
養
都
市
群
」
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
7
カ
国
、
11
カ
所
の
温
泉
都

市
か
ら
な
る
国
境
を
越
え
た
世
界
遺
産
で

あ
る
。

日
本
の
温
泉
・
温
泉
文
化
「
Ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｎ
」

を
世
界
遺
産
に
、
と
い
う
取
り
組
み
も
す
で

に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
世
界
遺
産
と
な
る

た
め
に
は
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
台
湾
や
韓
国

5
．��

今
後
の
方
向
性
を
み
る
～
温
泉
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
に
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論　説

と
い
っ
た
他
国
と
の
連
携
や
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
な
ど
を
含
め
て
、
中
長
期
的
視
点

で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
世
界
へ
の
情
報
発
信
が
急
務
で

あ
る
。

⑶　

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
と
環
境
へ

の
配
慮
～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

温
泉
熱
の
活
用
に
つ
い
て
、
特
に
地
熱
発

電
は
賛
否
が
分
か
れ
る
。
源
泉
が
枯
渇
す
る

懸
念
も
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
慎
重

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
で
温
泉
が
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
こ
れ
を
熱
交
換
に
よ
っ
て
水
を
お
湯
に

す
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
草
津

町
（
草
津
温
泉
）
に
は
温
泉
課
が
あ
り
、
真

水
を
高
温
の
温
泉
と
の
熱
交
換
に
よ
っ
て
お

湯
に
し
、
各
戸
に
配
湯
す
る
と
と
も
に
、
融

雪
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
活
用
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
旅
館
や
家
庭
で
は
ボ

イ
ラ
ー
で
お
湯
を
沸
か
す
必
要
が
な
く
な

り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
。
温
泉
地
が
排
出
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
は
、
世
界
的
に
み
れ
ば
わ
ず
か
か

も
し
れ
な
い
が
、
地
域
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
と
し
て
も
取
り
組
む
意
義
が
あ

ろ
う
。

一
方
、
環
境
へ
の
配
慮
も
重
要
で
あ
る
。

温
泉
地
で
分
か
り
易
く
見
え
る
化
で
き
る
施

策
と
し
て
は
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
と
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
で
は
な
か
ろ
う

か
。
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
来
訪
客
が
大

量
に
消
費
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
削
減
し
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
類
の
持
参
を
促
し
、
極
力
フ
ー

ド
ロ
ス
を
減
ら
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
旅
行
者
は
歓
迎
で

き
な
い
と
い
う
リ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ス

ト
（
責
任
あ
る
旅
行
者
）
の
受
入
を
表
明
す

る
勇
気
あ
る
行
動
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑷　

�

癒
や
し
や
健
康
志
向
へ
の
対
応�

�

～
ク
ア
オ
ル
ト
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進

日
本
で
も
古
く
か
ら
温
泉
の
医
療
効
果
、

癒
や
し
効
果
は
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
医
学
・
医
療
が
こ
れ
だ
け
発
展
し

た
現
代
に
お
け
る
温
泉
の
医
療
効
果
と
は
何

か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
１
つ
の
方
向

性
と
し
て
「
治
療
」
か
ら
「
予
防
」
へ
の
転

換
で
あ
る
。
病
気
に
な
る
前
の
対
策
と
し
て

温
泉
療
養
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ド
イ
ツ
の
温
泉
で
は
医
療
保
険
が
使
え

る
。
つ
ま
り
「
病
気
に
な
る
前
に
温
泉
に
出

掛
け
て
休
養
し
、
未
然
に
病
気
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
」
に
対
し
て
保
険
が
適
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
無
論
、
医
師
の
診
断
、
処
方

箋
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
保
険
の
種
類
に

よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
一
泊

当
た
り
い
く
ら
と
い
っ
た

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。

日
本
で
も
ド
イ
ツ
を
参
考

に
「
ク
ア
オ
ル
ト
」
と
い
う

考
え
方
が
戦
後
導
入
さ
れ
、

様
々
な
組
織
・
団
体
が
そ
の

普
及
に
努
力
し
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
今
こ
そ
、
温
泉
は

物
見
遊
山
で
行
く
と
こ
ろ
と

い
う
意
識
を
払
拭
し
、
温
泉

地
を
保
養
休
養
、
予
防
医
療

の
場
と
す
る
考
え
方
に
シ
フ

ト
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
選
択

肢
の
１
つ
で
あ
る
。

最
後
に
、
温
泉
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
く
た
め
の
第
一
歩
は
、
自
ら
の
温
泉
・

温
泉
地
の
特
徴
・
個
性
を
地
域
が
理
解
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
泉

質
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
ど
ん
な
効
用
が

あ
る
の
か
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
努
力
を
す

る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し

め
る
温
泉
街
を
目
指
し
て
エ
リ
ア
全
体
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
き
た
長
門
湯
本
温

泉
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
恩
湯
」
の
温

泉
成
分
を
「
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
」
だ
け

で
な
く
、「
ほ
ん
の
り
硫
黄
湯
」
を
追
加
表

記
し
て
よ
り
分
か
り
易
く
特
性
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

も
う
１
点
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
安

定
的
な
財
源
の
確
保
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
温
泉
に
関
し
て
は
入
湯
税
と
い
う
市

町
村
税
の
目
的
税
が
あ
る
が
、
よ
り
平
等
性

の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
宿
泊
税
の
導
入
で
あ

る
。
世
界
的
に
み
て
も
観
光
振
興
の
た
め
の

安
定
財
源
は
宿
泊
税
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、
国
が
２
０
１
９
年
1
月
か
ら
国
際
観
光

旅
客
税
（
出
国
税
）
を
導
入
し
て
観
光
振
興

に
活
用
す
る
安
定
財
源
を
確
保
し
た
よ
う

に
、
自
治
体
も
温
泉
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
確

保
に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
た
い
。 お

わ
り
に
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は
じ
め
に
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
が
挨
拶

に
立
ち
、

「
臨
時
国
会
で
第
2
次
補
正
予
算
が
成
立

し
た
。
今
年
度
の
交
付
税
を
約
5
、
０
０

０
億
円
追
加
配
分
す
る
な
ど
、
地
方
の
皆

さ
ま
が
独
自
の
地
域
活
性
化
策
を
含
め
、

物
価
高
を
克
服
し
、
経
済
再
生
実
現
の
た

め
の
取
組
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
措
置

を
講
じ
て
い
る
。
今
後
、
国
民
の
皆
さ
ま

に
で
き
る
限
り
早
く
、
そ
し
て
広
く
ご
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
補
正
予
算
の
迅
速

か
つ
適
切
な
事
業
執
行
を
お
願
い
す
る
。

臨
時
国
会
で
は
、
旧
統
一
教
会
の
被
害

者
救
済
に
つ
い
て
の
法
律
も
成
立
し
た
。

被
害
者
が
、
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境

を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け

る
。
地
方
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
も
、
被

害
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
推
進
、
医
療
体
制
の
拡
充
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ

れ
か
ら
年
末
年
始
の
感
染
が
拡
大
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
救
急
搬
送

や
外
来
等
の
医
療
体
制
の
確
保
、
換
気
の

呼
び
か
け
な
ど
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い

て
は
、
今
週
23
日
、
来
年
度
を
初
年
度
と

す
る
新
し
い
総
合
戦
略
を
決
定
す
る
。
全

て
の
都
道
府
県
で
デ
ジ
タ
ル
実
装
の
姿
が

実
感
で
き
る
よ
う
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て

後
押
し
す
る
の
で
、
知
事
や
市
町
村
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

申
請
数
が
約
8
、０
０
０
万
に
達
し
た
が
、

概
ね
全
て
の
国
民
へ
の
普
及
に
は
道
半
ば

で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
期
限
を
延

長
す
る
な
ど
、
政
府
を
挙
げ
て
普
及
に
取

り
組
む
の
で
引
き
続
き
申
請
の
促
進
を
お

願
い
す
る
。

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
は
、
本
日
、

地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針

を
決
定
し
た
。
今
後
、
国
・
地
方
を
通
じ

た
効
率
的
・
効
果
的
な
計
画
行
政
の
進
め

方
を
示
し
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ド

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
荒
木
会
長
が
出
席

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
荒
木
会
長
が
出
席

令
和
５
年
度
予
算
編
成
・
地
方
財
政
対
策
、

令
和
５
年
度
予
算
編
成
・
地
方
財
政
対
策
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
協
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
協
議

荒
木
泰
臣
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
代

表
は
12
月
20
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
4
年
度
第
3
回
）
に
出

席
し
た
。

政
府
側
は
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
、
松
野
内
閣
官
房
長
官
、
松
本
総
務
大

臣
、
井
上
財
務
副
大
臣
、
岡
田
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
兼
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
大
臣
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
、
小
倉
こ
ど

も
政
策
担
当
大
臣
、
後
藤
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
健
康
危
機
管
理
担
当
大
臣
兼

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
が
出
席
し
、「
令
和
5
年
度
予

算
編
成
及
び
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
」
の
2
議
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

▲挨拶する岸田内閣総理大臣

地方六団体地方六団体
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を
作
成
す
る
な
ど
改
革
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。

議
長
会
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

い
て
き
た
、
議
員
の
請
負
禁
止
の
緩
和
等

に
つ
い
て
は
、
先
般
、
改
正
地
方
自
治
法

が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
地
方
議
会
の
位

置
付
け
等
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、今
後
、

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
が
と
り
ま
と
ま

れ
ば
所
要
の
対
応
を
行
う
。

本
日
は
、
令
和
5
年
度
の
予
算
編
成
及

び
地
方
財
政
対
策
を
中
心
に
ご
議
論
い
た

だ
く
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と

述
べ
た
。

そ
の
後
、
平
井
全
国
知
事
会
長
（
鳥
取

県
知
事
）
が
地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
ち
、第
2
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、

地
方
交
付
税
5
、
０
０
０
億
円
が
追
加
配

分
さ
れ
た
こ
と
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
8
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
、「
力
強

い
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
・
地
方

が
一
体
と
な
り
寄
り
添
っ
て
対
策
を
と
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
は
、「
現

在
ど
の
よ
う
な
局
面
に
あ
る
の
か
を
分
析

し
、
今
の
変
異
株
に
相
応
し
い
対
策
に
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
国
民

に
対
す
る
感
染
対
策
の
呼
び
か
け
に
お
い

て
考
慮
す
る
よ
う
求
め
た
。

最
後
に
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
を
弾
力
的
・
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
並

び
に
地
方
交
付
税
等
一
般
財
源
総
額
の
確

保
を
求
め
、
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

協
議
の
場
に
お
い
て
、
荒
木
会
長
は
、

①
地
方
交
付
税
等
一
般
財
源
総
額
の
確

保
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
・
地
方
創
生
の
推
進
等
に
対
す

る
十
分
な
財
政
措
置
や
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
額
抑
制
、②
中
小
企
業
や
観
光
・

飲
食
業
、
農
林
漁
業
者
が
事
業
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
総
合
経
済
対
策
の
着
実
な
実

施
お
よ
び
来
年
度
予
算
に
お
け
る
万
全
の

対
策
、
③
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
際
に
は
、
町
村
現
場
に
大
き
な
負
担

や
混
乱
を
生
じ
さ
せ
ず
に
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
接
種
の
見
通
し
等
を
早
急
に

示
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
全
額
国
費

に
よ
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

―
等
を
要
請
し
た
。

他
の
地
方
六
団
体
代
表
か
ら
は
、
こ
の

ほ
か
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
必
要
額

の
確
保
、
企
業
の
地
方
移
転
の
促
進
、

D
X
推
進
の
た
め
の
地
方
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
人
材
確
保
、
G
X
推
進
の
た
め
の
地

方
資
源
を
活
用
し
た
再
エ
ネ
導
入
支
援
、

賃
金
の
地
域
間
格
差
の
是
正
等
に
つ
い
て

求
め
る
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
各
大
臣
か
ら
以
下

の
通
り
発
言
が
あ
っ
た
。

○�
松
本
総
務
大
臣

・�
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
度

は
令
和
4
年
度
を
上
回
る
一
般
財
源
総

額
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
た
い
。
そ
の

な
か
で
も
、
地
方
交
付
税
総
額
を
適

切
に
確
保
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
を
抑
制
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
加
速
す
る
た
め
、
さ
ら
な

る
接
種
体
制
の
充
実
や
、
年
末
年
始
に

向
け
て
住
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
広
報

の
強
化
を
お
願
い
す
る
。

○�

岡
田
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創

生
）
兼
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

担
当
大
臣

・�

23
日
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
の
閣
議
決
定
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
の
力
を
活
用
し
て
地
域
の
課
題
解
決

や
魅
力
向
上
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化

を
図
っ
て
い
く
。

・�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
必
要
な
予
算
の

確
保
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

・�

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

第
2
次
補
正
予
算
に
お
い
て
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
下
で
の
感
染
症
対
応
を
強
化
す
る

た
め
7
、
５
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

こ
れ
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
と

し
て
速
や
か
に
現
場
に
行
き
渡
る
よ
う

に
国
と
し
て
も
後
押
し
を
し
て
い
く
。

○�

後
藤
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
健
康
危
機
管

理
担
当
大
臣
兼
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
）

▲荒木会長（手前）を始め、協議に出席する地方六団体代表
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・�

総
合
経
済
対
策
を
迅
速
か
つ
適
切
に
実

行
し
、
物
価
高
を
克
服
す
る
と
と
も
に

日
本
経
済
を
民
需
主
導
で
持
続
可
能
な

成
長
経
路
に
乗
せ
て
い
き
た
い
。

・�

次
の
感
染
症
危
機
に
備
え
、
政
府
の
司

令
塔
機
能
の
強
化
等
を
図
る
た
め
の
法

律
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
国
・
地
方
を
通

じ
て
迅
速
か
つ
効
果
的
に
感
染
症
危
機

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
。

○�

加
藤
厚
生
労
働
大
臣

・�

新
型
コ
ロ
ナ
の
分
類
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
会
議
に
お
い
て
、
重
篤
性

や
感
染
性
、変
異
株
を
ど
う
考
え
る
か
、

医
療
提
供
体
制
等
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
議
論
し
て
い
る
。
こ
れ
を

通
じ
て
国
民
の
皆
さ
ま
に
理
解
を
し

て
い
た
だ
く
基
盤
を
ま
ず
整
え
て
い

き
た
い
。

・�

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
2
回
目

い
わ
ゆ
る
6
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
審
議
会
に
お
い
て
ご
議

論
い
た
だ
く
予
定
。
接
種
を
進
め
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
自
治
体
の
準
備
期
間
も

し
っ
か
り
念
頭
に
置
き
な
が
ら
議
論
を

進
め
る
。
議
論
の
状
況
は
、
自
治
体
向

け
の
説
明
会
や
事
務
連
絡
な
ど
を
通
じ

て
適
宜
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
連

携
し
て
い
き
た
い
。

○�

小
倉
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣

・�

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
事
業
開
始
に
向
け
て
地
方

自
治
体
と
緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組
む

と
同
時
に
、継
続
的
な
実
施
に
向
け
て
、

安
定
的
な
財
源
確
保
に
努
め
る
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
荒
木

会
長
は
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く

た
め
に
、「
町
村
が
進
め
る
地
方
創
生
の

取
組
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
に
加
え
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け

た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進
を
含
め
、

財
政
支
援
や
人
的
・
技
術
的
支
援
に
つ
い

て
、
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
町
村
の
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
、
自
主
的
・
先
進
的
な
取
組

を
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
、
地
域
の
実

情
に
配
慮
し
た
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に

す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
松
本
総
務
大
臣
は
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

「
採
算
性
が
厳
し
い
地
域
で
は
光
フ
ァ
イ

バ
ー
や
５
G
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治

体
や
通
信
事
業
者
等
で
構
成
さ
れ
る
地
域

協
議
会
を
開
催
し
、
個
々
の
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

岡
田
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担

当
大
臣
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
に
つ
い
て
、「
申
請
要
件
緩
和

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。今
後
と
も
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
地
方
公

共
団
体
の
意
欲
的
な
取
組
の
後
押
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
各
自
治
体
が
目

指
す
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
後
押
し
を

す
る
観
点
か
ら
、
脱
炭
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
た
め
の
取
組
、
ま
た
、
農
業

振
興
、
地
域
交
通
等
も
含
め
、
政
策
分
野

を
横
断
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
発

言
し
た
。

最
後
に
、
松
野
官
房
長
官
が
「
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
全
て
の

対
象
者
が
年
末
ま
で
に
接
種
を
完
了
で
き

る
よ
う
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
年
明
け
も
引
き
続
き
、
政

府
と
し
て
情
報
発
信
な
ど
接
種
促
進
に
努

め
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
と
も
、

地
方
に
関
わ
る
重
要
政
策
課
題
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
協
議
を

締
め
括
っ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲�奥から、小倉こども政策担当大臣、加藤厚生労働大臣、松本総務大臣、岸田内閣総理大臣、松野内閣官房長官、岡田
デジタル田園都市国家構想担当大臣、後藤新型コロナ対策・健康危機管理担当大臣

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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は
じ
め
に
松
本
総
務
大
臣
が
挨
拶
に
立

ち
、「
本
日
、
ご
議
論
い
た
だ
く
地
方
議

会
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

行
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
な
か
、
住
民
の
多
様
な

声
を
聴
き
、
広
い
見
地
か
ら
地
域
社
会
の

あ
り
方
を
議
論
し
、
納
得
感
の
あ
る
合
意

形
成
を
行
う
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
で
近
年
、
地
方
議
員
の
成
り
手
不

足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
な
か
、
本
調
査

会
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
に
対
し
熱
心

に
ご
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
と
承
知
し

て
い
る
。

臨
時
国
会
で
は
、
議
員
立
法
に
よ
り
、

地
方
議
員
の
請
負
禁
止
の
緩
和
を
含
む
地

方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
議
員

の
成
り
手
不
足
の
解
消
に
か
か
る
一
助
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調

査
会
に
お
い
て
も
、
多
様
な
人
材
が
参
画

し
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向

け
、
各
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と

併
せ
て
、
例
え
ば
議
会
の
位
置
づ
け
、
議

員
の
職
務
等
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
で
明

確
化
す
る
こ
と
、
立
候
補
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
各
企
業
の
自
主
的
な
取
組
要
請
を

検
討
す
る
こ
と
、
意
見
書
や
請
願
書
の
提

出
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
す
る
こ
と

等
を
ご
提
示
い
た
だ
い
て
い
る
と
承
知
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
議
長
会
の

皆
さ
ま
か
ら
か
な
り
ご
要
望
い
た
だ
き
、

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
（
会
長
　
市
川
晃
住
友
林
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
）
の
第
３
回
総
会
が
12
月
21
日
、
全
国
都
市
会
館
で
開
催
さ
れ
、

本
会
か
ら
は
荒
木
泰
臣
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
が
出
席
し
た
。

本
総
会
で
は
、「
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
協
議
を
行
っ
た
後
、「
多

様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方

策
に
関
す
る
答
申
案
」
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

▲
�

挨
拶
す
る
松
本
総
務
大
臣

地 方 六 団 体地 方 六 団 体

第33次地方制度調査会第33次地方制度調査会
第３回総会に荒木会長が出席第３回総会に荒木会長が出席

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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昨
日
の
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
で
私
が

承
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
総
務
省
と
し
て
も
本
日
答

申
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
、
答
申
の
趣

旨
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
専
門
小
委
員
会
に
お
け
る
審

議
状
況
報
告
を
山
本
隆
司
専
門
小
委
員
会

委
員
長
（
東
京
大
学
教
授
）、
資
料
説
明

を
田
中
聖
也
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課

長
が
行
っ
た
。

続
い
て
、
意
見
交
換
に
お
い
て
荒
木
会

長
は
、「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現

は
重
要
で
あ
る
が
、
議
員
の
成
り
手
が
不

足
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
懸

念
し
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、
す
べ
て

の
議
会
や
議
員
に
共
通
す
る
一
般
的
な
事

項
を
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
こ
と
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
制
度
改

正
を
早
期
に
進
め
る
よ
う
求
め
る
発
言
が

あ
っ
た
。
併
せ
て
、
地
域
の
実
情
等
に
よ

り
多
様
な
人
材
の
参
画
が
困
難
な
自
治
体

に
対
し
て
は
、
国
・
都
道
府
県
等
に
よ
る

支
援
を
講
じ
る
こ
と
も
求
め
た
。

そ
し
て
、「『
行
政
』
と
『
議
会
』
は
車

の
両
輪
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
将

来
に
向
か
っ
て
希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
幅
広
い
住
民
の

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
、

発
言
を
締
め
括
っ
た
。

そ
の
後
、「
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住

民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け

た
対
応
方
策
に
関
す
る
答
申
案
」
を
全
会

一
致
で
了
承
し
、
答
申
と
し
て
と
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
総
会
を
終
了
し
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲�

発
言
す
る
荒
木
会
長

都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計

北 海 道 129 15 144 35 179 富 山 県 4 1 5 10 15 岡 山 県 10 2 12 15 27

青 森 県 22 8 30 10 40 石 川 県 8 0 8 11 19 広 島 県 9 0 9 14 23

岩 手 県 15 4 19 14 33 福 井 県 8 0 8 9 17 山 口 県 6 0 6 13 19

宮 城 県 20 1 21 14 35 長 野 県 23 35 58 19 77 徳 島 県 15 1 16 8 24

秋 田 県 9 3 12 13 25 岐 阜 県 19 2 21 21 42 香 川 県 9 0 9 8 17

山 形 県 19 3 22 13 35 静 岡 県 12 0 12 23 35 愛 媛 県 9 0 9 11 20

福 島 県 31 15 46 13 59 愛 知 県 14 2 16 38 54 高 知 県 17 6 23 11 34

茨 城 県 10 2 12 32 44 三 重 県 15 0 15 14 29 福 岡 県 29 2 31 29 60

栃 木 県 11 0 11 14 25 滋 賀 県 6 0 6 13 19 佐 賀 県 10 0 10 10 20

群 馬 県 15 8 23 12 35 京 都 府 10 1 11 15 26 長 崎 県 8 0 8 13 21

埼 玉 県 22 1 23 40 63 大 阪 府 9 1 10 33 43 熊 本 県 23 8 31 14 45

千 葉 県 16 1 17 37 54 兵 庫 県 12 0 12 29 41 大 分 県 3 1 4 14 18

東 京 都 5 8 13 26 39 奈 良 県 15 12 27 12 39 宮 崎 県 14 3 17 9 26

神奈川県 13 1 14 19 33 和歌山県 20 1 21 9 30 鹿児島県 20 4 24 19 43

山 梨 県 8 6 14 13 27 鳥 取 県 14 1 15 4 19 沖 縄 県 11 19 30 11 41

新 潟 県 6 4 10 20 30 島 根 県 10 1 11 8 19 合 　 計 743 183 926 792 1,718

都道府県別市町村数
（令和5年１月１日現在）

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
１
月
１6
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
２
６
号
は
１
月
23
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
の
講
師
は
、
月
尾
嘉

男
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、
稲
継
裕

昭
氏
（
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教

授
）、
髙
村
茂
氏
（
北
海
道
科
学
大
学
教

授
）、
髙
橋
邦
夫
氏
（
合
同
会
社 

Ｋ
Ｕ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
社
員
）、
浦
田
真
由

氏
（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）
ら
が
務
め
た
。

こ
の
塾
で
は
、
自
治
体
に
お
け
る
情
報

政
策
や
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
自
治
体
職
員
の

在
り
方
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
つ
い

て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
受
講
生

を
班
ご
と
に
分
け
た
課
題
演
習
の
時
間
を

充
実
さ
せ
る
な
ど
、
町
村
職
員
同
士
が
情

報
交
換
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
実
践
的
に

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
構
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
受
講
生
は
、
各

町
村
に
お
け
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
実

現
可
能
性
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
施
策
を
企
画
。
講
座
の
最
終
回
で
発

表
し
、
講
師
か
ら
の
講
評
を
受
け
た
。

は
じ
め
に
全
国
町
村
会
の
横
田
事
務
総

長
か
ら
受
講
生
の
代
表
者
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
た
。

続
い
て
横
田
事
務
総
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
町
村
が
自
治
体
D
X
へ
の
取
組
や
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地
域
の
課
題

解
決
等
の
施
策
に
、
積
極
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
外
部
の
専
門
人
材
の
活

用
だ
け
で
は
な
く
、
町
村
の
将
来
を
担
う

職
員
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
が
重
要
で

あ
り
、
急
務
だ
」
と
し
た
う
え
で
、
受
講

生
が
企
画
し
た
施
策
の
実
現
に
期
待
を
示

す
と
と
も
に
、「
塾
生
同
士
が
今
後
も
気

軽
に
相
談
し
合
え
る
よ
う
な
関
係
を
続
け

て
い
た
だ
き
た
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
稲
継
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、
デ

ジ
タ
ル
創
発
塾
の
発
足
経
緯
に
つ
い
て
、

「
全
国
町
村
会
に
設
置
さ
れ
た
『
町
村
か

ら
の
地
域
情
報
化
研
究
会
』
が
今
年
5
月

に
提
言
し
た
『
町
村
か
ら
の
D
X
推
進
十

箇
条
』
に
は
『
ひ
と
を
育
て
る
』
と
い
う

項
目
が
あ
る
。
実
際
に
町
村
で
D
X
を
担

う
人
材
を
ど
う
育
成
す
る
か
と
い
う
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
が

設
け
ら
れ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

続
け
て
、
受
講
生
の
課
題
発
表
資
料
の

内
容
に
触
れ
、
い
ず
れ
の
提
案
も
非
常
に

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
と
は

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
と
は

修
了
式
に
つ
い
て

修
了
式
に
つ
い
て

全
国
町
村
会
（
会
長
・
荒
木
泰
臣
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
、
12
月
7
日
、

全
国
町
村
会
館
で
令
和
4
年
度
「
デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
」
の
修
了
式
を
行
っ
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
」
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
地
域
の
課
題
解
決
等
の
施
策
に
、
積
極
的
に
対
応
で
き
る
担
当

者
の
養
成
を
目
指
し
て
令
和
４
年
７
月
に
開
講
し
た
も
の
で
、
１
期
目
と
な

る
今
回
は
30
名
の
町
村
職
員
が
受
講
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
含
め
て
全

4
回
に
わ
た
り
講
義
・
演
習
や
研
究
発
表
等
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終

え
、
修
了
式
を
迎
え
た
。

▲横田事務総長から受講生代表への修了証授与

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催

１
期
生

１
期
生
3030
名
の
町
村
職
員
が
修
了

名
の
町
村
職
員
が
修
了

全国町村会全国町村会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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重
要
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
問
題
は

こ
れ
か
ら
で
、
自
治
体
で
そ
れ
を
実
行
す

る
の
は
皆
さ
ま
自
身
だ
。
先
日
、
私
が
耳

に
し
た
言
葉
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
『
自

治
体
D
X
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
各
市
町

村
の
D
X
が
あ
る
だ
け
で
、
自
治
体
“
共

通
”
の
D
X
は
な
い
』
と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
お
け
る

D
X
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
D
X
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
、
修
了
式
は
閉

会
し
た
。

　視察では、大田区から同施設のコンセプトや概要について説明を受けた（写真２）。そのほか、民間企業か
ら ICT/IoT 技術を活用して地域課題の解決等を目指す取組について説明を受けた（写真３）。あわせて、重
工業メーカーが運営するロボットレストラン（ロボットの実証実験スペース）の視察や遠隔操作ができるア
バターロボットの操作体験等を行った（写真 4、5）。同施設内には多様な主体が交流できる共創空間（PiO 
PARK）があり、コワーキングスペースとしての利用のほか、自治体の交流会や会議等にも活用されている。

視　察　～羽田イノベーションシティで最先端技術に触れる～

　修了式翌日、受講生のうち希望者が東京都大田区にある「羽田イノベーションシティ」（写真１）の視
察を行った。同施設は、大田区が「新産業創造・発信拠点」の形成に向けて公民連携によりまちづくりを
進めるために整備しているもので、2020 年 7 月に「まち開き」と称して先行開業（2023 年全面開業予定）
した。このまちは国土交通省「スマートシティモデルプロジェクト」の先行モデルプロジェクトに選定さ
れている。

写真３　ICT/IoT技術活用事例を見学 写真４　ロボット実証実験スペース 写真５　アバターロボット遠隔操作体験

写真２　大田区から施設の概要や狙いについて説明写真１　羽田イノベーションシティ外観（一部建設中）

▲
�

来
賓
・
講
師
（
手
前
か
ら
稲
継
氏
、
髙
村
氏
、

武
居
前
事
務
総
長
、
髙
橋
氏
）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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現地レポート 町村独自のまちづくり

１
．
厚
沢
部
町
の
概
要

北
海
道
厚あ
っ

沢さ

部ぶ

町ち
ょ
う

は
、
渡
島
半
島
の
日
本

海
側
、
檜
山
管
内
に
位
置
し
、
三
方
を
森
林

に
囲
ま
れ
、
清
流
厚
沢
部
川
を
は
じ
め
と
す
る

河
川
流
域
に
は
、
水
田
や
丘
陵
地
帯
に
畑
地
が

拓
け
た
農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
す
。

ま
た
、「
メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地
」
と
し
て
古

く
か
ら
農
業
の
営
み
が
続
け
ら
れ
て
き
て
お

り
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

厚
沢
部
町
で
は
、
平
成
21
年
に
「
過
疎
」

を
受
け
入
れ
た
う
え
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く

り
」
基
本
条
例
を
制
定
し
、
誰
も
が
厚
沢
部

町
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

２
．
保
育
園
留
学
誕
生
ま
で

厚
沢
部
町
で
は
、
全
道
の
な
か
で
も
早
い

段
階
か
ら
、
町
が
１
０
０
％
出
資
す
る
「
素

敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社
」を
設
立
し「
移

住
体
験
住
宅
」
を
活
用
し
た
移
住
施
策
等
を

３
．
保
育
園
留
学
誕
生

そ
う
し
た
な
か
、
現
在
保
育
園
留
学
を
官

民
連
携
で
進
め
る
株
式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

と
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
令
和
３
年
６
月
に
会
社
の
代
表
で
あ
る

山
本
氏
か
ら「
は
ぜ
る
」の
写
真
を
見
て「
１

歳
の
娘
を
は
ぜ
る
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
」
と
問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
横
浜
市
在
住
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
正
式
な
入
園
は
広
域
入
所
の

手
続
き
な
ど
事
務
的
に
大
変
な
こ
と
も
あ
る

た
め
、
町
か
ら
一
時
預
か
り
制
度
の
利
用
を

提
案
し
ま
し
た
。
入
居
す
る
住
宅
も
移
住
体

験
住
宅
が
空
い
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
ち
ら
に

決
定
し
ま
し
た
。
移
住
体
験
住
宅
に
は

W
i-Fi

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
と
の
こ
と

▲

保
育
園
留
学
の
舞
台
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」

▲�「はぜる」周辺。広大な敷地で大自然を感じなが
ら思い切り遊ぶことができる

北海道

厚沢部町

「
保
育
園
留
学
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化・

「
保
育
園
留
学
」を
通
じ
た
地
域
活
性
化・

超
長
期
的
な
関
係
人
口
創
出
の
取
組

超
長
期
的
な
関
係
人
口
創
出
の
取
組

厚あ
っ

沢さ

部ぶ

町ち
ょ
う

北
海
道
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現地レポート 町村独自のまちづくり行
い
、
人
口
増
加
に
向
け
て
外
部
か
ら
の
人

を
受
け
入
れ
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、子
育
て
支
援
に
も
力
を
注
ぎ
、山
々

に
囲
ま
れ
た
町
の
特
色
を
活
か
し
、
大
自
然

の
な
か
で
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
生
活
で
き

る
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」
を
平
成
31
年

に
設
立
し
ま
し
た
。「
は
ぜ
る
」
は
移
住
者

や
地
域
住
民
が
集
い
多
世
代
交
流
で
き
る
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
町
外
の
人
で
も
短
期
間
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
可
能
な
「
一
時
預
か
り
」
制
度
を

設
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
移
住
体
験
住
宅
を
利
用

さ
れ
る
方
は
高
齢
の
方
が
多
く
、
ま
た
、
移

住
に
つ
な
が
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
い
世
代
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
移
住
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

３
．
保
育
園
留
学
誕
生

そ
う
し
た
な
か
、
現
在
保
育
園
留
学
を
官

民
連
携
で
進
め
る
株
式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

と
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
令
和
３
年
６
月
に
会
社
の
代
表
で
あ
る

山
本
氏
か
ら「
は
ぜ
る
」の
写
真
を
見
て「
１

歳
の
娘
を
は
ぜ
る
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
」
と
問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
横
浜
市
在
住
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
正
式
な
入
園
は
広
域
入
所
の

手
続
き
な
ど
事
務
的
に
大
変
な
こ
と
も
あ
る

た
め
、
町
か
ら
一
時
預
か
り
制
度
の
利
用
を

提
案
し
ま
し
た
。
入
居
す
る
住
宅
も
移
住
体

験
住
宅
が
空
い
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
ち
ら
に

決
定
し
ま
し
た
。
移
住
体
験
住
宅
に
は

W
i-Fi

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
仕
事
が
で
き
る
環
境
も
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
厚
沢
部
町

に
来
る
や
自
ら
「
保
育
園
留
学
し
て
い
ま

す
！
」
と
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
厚
沢
部
町
で
の

滞
在
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、「
楽
し
そ
う
！
」「
こ
ん

な
制
度
が
あ
る
の
で
す
か
」「
新
し
い
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
す
ね
」
と
い
っ
た
反
響

が
多
数
届
き
ま
し
た
。山
本
氏
が
滞
在
の
間
、

役
場
の
担
当
者
と
保
育
園
留
学
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
多
く
、
滞
在
最
終

日
に
は
、
山
本
氏
か
ら
保
育
園
留
学
を
事
業

化
す
る
企
画
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画

書
の
中
身
は
、
今
ま
さ
に
山
本
氏
が
体
験
し

て
い
る
「
は
ぜ
る
」
で
の
一
時
預
か
り
制
度

の
活
用
と
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
（
１
週
間

〜
３
週
間
）
に
加
え
、
厚
沢
部
町
で
の
生
活

体
験
（
農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
）
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
「
保
育
園
留
学
」
と
す
る
こ
と

▲幅広いニーズに対応可能な２～３LDKの移住体験住宅

▲�町政策推進課政策推進係長・木口（左）と株式
会社キッチハイク代表取締役CEO・山本氏（右）

▲テレワーク可能な移住交流センター

▲地元の木材をふんだんに使用し木のぬくもりを感じられる園舎 ▲�３歳未満児用の園庭（子どもの年齢に合わせた環境設定）
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で
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
っ
た
事
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

と
い
う
内
容
で
し
た
。山
本
氏
の
体
験
が「
保

育
園
留
学
第
０
号
」
と
し
て
、
保
育
園
留
学

誕
生
の
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
化
に
向
け
て
株
式
会
社

キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
と
の
協
議
に
加
え
、
庁
内
で

の
調
整
や
「
は
ぜ
る
」
の
先
生
た
ち
と
の
打

ち
合
わ
せ
、
ま
た
、
移
住
体
験
住
宅
の
指
定

管
理
を
行
う
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社

と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。
令
和
３

年
10
月
に
保
育
園
留
学
の
取
組
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
目
標
額
30
万
円
に
対

し
て
支
援
者
数
１
０
５
人
か
ら
１
５
５
万
千

円
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
達
成
率
５
１
７
％
）。

ま
た
、
保
育
園
留
学
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

作
成
も
進
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

終
了
と
同
時
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
令
和

３
年
11
月
か
ら
正
式
に
保
育
園
留
学
の
募

集
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
11
月
か
ら

令
和
４
年
３
月
ま
で
の
間
に
３
組
の
ご
家
族

が
保
育
園
留
学
を
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
．
官
民
連
携
協
定
書
を
締
結

令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、
厚
沢
部
町
と
株
式

会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
に
よ
る
『
次
の
１
０
０
年

を
創
造
す
る
地
域
の
家
族
と
つ
な
が
り
を
つ
く

る
「
保
育
園
留
学
」
事
業
』
を
推
進
す
る
た
め

官
民
連
携
に
よ
る
協
定
書
を
締
結
し
、
内
閣
府

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
事
業

を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

５
．
令
和
４
年
度
の
保
育
園
留
学

令
和
３
年
の
事
業
開
始
直
後
よ
り
多
く
の

問
い
合
わ
せ
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材
等
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
の
申
し
込

み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
１
ヶ
月
の
間
に
１
０

０
件
を
超
え
る
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
問
い
合
わ
せ
と
申
込
の
件
数
は
増
え
続

け
、
結
果
的
に
令
和
４
年
度
の
利
用
見
込
み

件
数
は
１
４
０
件
、問
い
合
わ
せ
件
数
は
１
、

２
０
０
件
以
上
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
１

０
０
件
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

既
に
１
０
０
家
族
が
保
育
園
留
学
を
体
験

し
て
い
ま
す
が
、
特
徴
的
な
の
は
リ
ピ
ー
ト

希
望
率
の
高
さ
で
す
。
実
に
、
90
％
以
上
の

方
が
リ
ピ
ー
ト
を
希
望
し
て
い
る
状
況
で

す
。
４
月
に
利
用
し
、
既
に
２
回
目
の
保
育

園
留
学
を
体
験
し
て
い
る
ご
家
族
も
い
ま

す
。こ
の
満
足
度
の
高
さ
は
何
か
と
い
う
と
、

「
は
ぜ
る
」
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
と

情
熱
的
な
先
生
た
ち
の
存
在
が
と
て
も
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
保
育
園
留
学
に
来
ら

れ
る
前
は
、
建
物
や
園
庭
な
ど
ハ
ー
ド
面
に

惹
か
れ
て
来
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
来
ら
れ
て
み
る

と
先
生
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
へ
向
き
合
う
姿

勢
や
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
保
護
者
も
一

緒
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
に
心
打
た
れ
る
保
護

者
が
非
常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
利
用
さ
れ
た
多
く
の
保
護
者
か

ら
は
、「
ハ
ー
ド
面
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ソ
フ
ト
面
が
素
晴
ら
し
い
」

と
い
う
声
を
多
数
聞
く
と
同
時
に
、
子
ど
も

の
た
め
に
保
育
園
留
学
を
し
た
は
ず
が
、
先

生
た
ち
の
子
ど
も
に
向
き
合
う
姿
勢
か
ら
、

「
親
と
し
て
の
子
ど
も
へ
の
向
き
合
い
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
リ
ー
（
保
育

ア
プ
リ
）
に
よ
り
そ
の
日
の
子
ど
も
の
様
子

を
写
真
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
楽

し
そ
う
な
様
子
が
伝
わ
り
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
て
い
る
充
実
感
も
相
ま
っ
て
仕

事
の
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

６
．
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

保
育
園
留
学
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を

考
え
た
と
き
、
都
会
等
か
ら
来
ら
れ
る
子
ど

も
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
た
り
、
広
々
と

し
た
園
庭
で
走
り
回
れ
る
こ
と
や
、
自
然
に

触
れ
心
豊
か
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
が
良
い

経
験
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
保

育
園
留
学
を
始
め
て
み
る
と
在
園
児
に
と
っ

て
も
、
刺
激
的
な
経
験
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
京
か
ら
来

る
こ
と
、
飛
行
機
で
北
海
道
に
来
る
こ
と
、

数
十
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
こ
と

等
、
今
の
自
分
た
ち
と
は
全
く
違
う
環
境
の

子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
興
味
や
好
奇
心
が
増
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
留
学
児
が
帰
る
と
き
の

▲アスパラガスの収獲体験の様子

▲�３歳以上児用の園庭（自然のなかのびのびと遊ぶこ
とができる環境）
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涙
の
お
別
れ
と
、
次
の
週
に
は
ま
た
新
た
な

出
会
い
の
喜
び
を
幼
少
期
か
ら
体
験
す
る
こ

と
は
、心
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

７
．
新
た
に
始
ま
っ
た
取
組

①
旅
先
納
税

保
育
園
留
学
を
進
め
る
な
か
で
事
業
の
継

続
性
を
ど
の
よ
う
に
持
ち
続
け
る
か
と
い
う

こ
と
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は
課
題
解
決

の
１
つ
の
方
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、
厚
沢
部

町
で
は
、
旅
先
で
寄
附
を
行
う
ふ
る
さ
と
納

税
を
株
式
会
社
ギ
フ
テ
ィ
と
連
携
し
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
旅
先
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
旅
先
の
加
盟
店
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
が

付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
寄
附
額
は
町
の
収

入
と
な
る
一
方
で
、
返
礼
品
に
つ
い
て
も
地

元
で
使
え
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
た
め
、
地
元

に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
継
続
性
が
生
ま
れ

る
と
共
に
、
町
全
体
で
経
済
の
循
環
が
生
ま

れ
、
よ
り
保
育
園
留
学
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
キ
ッ
ズ
ド
ク
タ
ー

保
育
園
留
学
な
ど
慣
れ
な
い
土
地
に
来
る

と
、
ど
う
し
て
も
体
調
を
悪
く
し
て
し
ま
う

お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
慣
れ

な
い
土
地
で
慣
れ
な
い
病
院
へ
行
く
の
も
大

変
で
す
。
し
か
も
大
き
な
病
院
へ
行
く
と
な

る
と
車
で
時
間
を
か
け
て
移
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
（
キ
ッ
ズ
ド
ク

タ
ー
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
無
料
の
チ
ャ
ッ
ト
相
談
と
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
が
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
ビ

デ
オ
通
話
で
診
療
し
処
方
箋
が
地
元
の
薬
局

に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ド
ク

タ
ー
は
夜
間
及
び
休
日
等
の
利
用
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
夜
間
受
診
す
る
こ
と
で
、
翌
日
に

地
元
の
薬
局
へ
薬
を
受
け
取
り
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、こ
の
キ
ッ
ズ
ド
ク
タ
ー

は
保
育
園
留
学
の
子
ど
も
限
定
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く
、
厚
沢
部
町
内
の
子
ど
も
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
に

お
け
る
医
療
課
題
の
解
決
の
１
つ
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

８
．�

課
題
と
こ
れ
か
ら
の�

保
育
園
留
学

課
題
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
住
宅
の
不
足

で
す
。
現
在
、
町
所
有
の
移
住
体
験
住
宅
３

棟
４
戸
と
民
間
住
宅
２
棟
２
戸
に
よ
り
最
大

６
家
族
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が

１
０
０
件
ほ
ど
あ
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
受

け
入
れ
住
宅
の
拡
充
は
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
新
築
に
よ
る
移
住
体
験
住
宅
を
増
や

す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
は
町
の
本
質
的
な
課
題
解
決
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
地
に
お
け

る
空
き
家
問
題
は
深
刻
で
あ
り
、
今
後
は
空

き
家
を
い
か
に
有
効
活
用
で
き
る
か
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
保
育
園
留
学
の
需
要
と

空
き
家
の
居
住
と
し
て
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図

れ
る
こ
と
で
、
こ
の
保
育
園
留
学
が
過
疎
地

に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
か
う
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
移
住
と
い
う
の
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
保
育
園
留
学
か
ら
移

住
し
て
く
だ
さ
る
家
族
が
い
る
こ
と
は
町
に

と
っ
て
大
き
な
こ
と
で
す
が
、必
ず
し
も「
移

住
」
が
す
べ
て
の
解
で
は
な
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
保
育
園
留
学
に
よ
り
年
間
を
通
し

て
利
用
家
族
が
い
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
厚

沢
部
町
で
人
は
変
わ
れ
ど
確
実
に
生
活
し
て

い
る
子
育
て
家
族
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
住
民
票
は
な
く
と
も
、
そ
こ
で
生
活
す

る
こ
と
は
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
う
し
た
家
族
が
１
組
、
２
組
と
増
え
て
い

く
こ
と
で
、
直
接
的
な
移
住
者
で
は
な
く
て

も
、
も
は
や
移
住
と
同
じ
意
味
を
な
す
関
係

人
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
全
国
の
た
く
さ
ん
の
方
に
「
は
ぜ

る
」
で
の
保
育
園
留
学
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
子
育
て
の
充
実
と
厚
沢
部
町
と
の
超
長

期
的
な
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

厚
沢
部
町
役
場　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係
長

�

木
口　

孝
志

▲旅先納税

▲キッズドクター
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し
ば
っ
こ
く
ん

し
ば
っ
こ
く
ん

町 村 週 報8　平成28年 0 月00日 （第三種郵便物認可） 第2801号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
杉
戸
町
の
観
光
や
物
産
の
P
R
活
動
、
町

内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
た
め
、
親

し
み
や
す
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

作
成
を
目
的
に
、「
広
報
す
ぎ
と
」
や
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
配
布
等
で
、
平
成

22
年
（
2
0
1
0
年
）
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
・
愛
称
の
公
募
を
行
い
、
町
内
外
か

ら
の
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
誕
生
し
た
の
が

「
す
ぎ
ぴ
ょ
ん
」で
す
。
町
の
木
・
杉
と
町
の
形
・

鷲
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
き
ら
き
ら
し
た
大
き

な
目
と
ふ
わ
ふ
わ
し
た
羽
根
が
チ
ャ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
で
、
か
わ
い
い
杉
の
木
が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
と
跳
ね
回
っ
て
い
く
様
子
か
ら
「
す
ぎ
ぴ
ょ

ん
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
年
11
月
3

日
の
杉
戸
町
産
業
祭
に
て
、
お
披
露
目
さ
れ
、

町
長
か
ら
特
別
住
民
票
も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
杉
戸
町
内
外
の
行
事
や
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）
9
月
、「
芝
山

は
に
わ
祭
」
の
30
周
年
を
記
念
し
て
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
ま
し
た
。「
道
の

駅
　
風
和
里
し
ば
や
ま
」
の
建
設
時
に
、「
幻

の
風
和
里
古
墳
」
か
ら
極
秘
出
土
し
た
人
物
埴

輪
「
し
ば
っ
こ
く
ん
」。
芝
山
町
章
を
逆
さ
に

し
た
よ
う
な
顔
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

芝
山
町
の
空
を
飛
び
交
う
世
界
中
の
飛
行
機

を
見
て
、“
自
由
に
空
を
飛
ぶ
”
こ
と
を
夢
見

て
い
る
こ
と
か
ら
、
背
中
に
翼
と
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
が
付
い
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
と
語
尾

に
「
～
ッ
コ
」
が
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
か
わ

い
い
一
面
も
。
飛
ぶ
練
習
を
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
だ
り
と
、
毎
日
の
よ
う
に
元
気
に

芝
山
町
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
「
し
ば
っ
こ
く

ん
」。
大
好
き
な
芝
山
町
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、「
成
田
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
芝
山
町
の
P
R
に

励
ん
で
い
ま
す
。

3
月
20
日
生
ま
れ
。
南
会
津
町
と
同
じ
誕
生
日
。
食
い
し
ん

坊
の
妖
精
。
年
齢
は
…
忘
れ
た
ら
し
い
。
天
真
爛
漫
で
お
ひ

と
よ
し
。
利
き
酒
と
雪
か
き
が
得
意
。
趣
味
は
食
べ
歩
き
で
、

“
南
会
津
町
の
う
め
ぇ
が
な（
お
い
し
い
も
の
）”が
大
好
き
。

2
0
1
0
年
11
月
3
日
生
ま
れ
。
一
生
懸
命
手
を
振
る
姿
が
か

わ
い
い
と
人
気
。
誕
生
年
の
11
月
に
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

さ
み
っ
と

i
n
羽
生
に
て
、『
埼
玉
県
ゆ
る
玉
応
援
団
』に
正
式
登
録
さ
れ
た
。

11
月
第
2
日
曜
日
（
芝
山
は
に
わ
祭
開
催
日
）
が
誕
生
日
。
ず
っ

と
7
歳
の
男
の
子
。
明
る
く
人
懐
っ
こ
い
。
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
で
、

ど
ん
な
生
き
も
の
と
も
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
は
に

わ
」
が
大
好
き
。
趣
味
は
ポ
コ
ペ
ン
と
飛
ぶ
練
習
。
好
き
な
言
葉

は
「
あ
り
が
と
う
」。

　
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）、
南
会
津
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
全
国
に
公
募

し
、
応
募
作
品
9
2
7
点
の
な
か
か
ら
選
ば

れ
た
の
が
「
ん
だ
べ
ぇ
」
で
す
。
同
年
9
月

に
は
町
の
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
、
以
来

P
R
活
動
等
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
の
ほ
ほ

ん
と
し
た
表
情
は
、
南
会
津
町
の
あ
た
た
か

い
雰
囲
気
を
表
現
。
寒
さ
を
耐
え
忍
ぶ
た
め

の
先
人
の
知
恵
を
取
り
入
れ
、
笠
と
雪
ぐ
つ

を
着
用
し
、
町
の
特
産
品
で
も
あ
る
藍
染
の

チ
ョ
ッ
キ
も
羽
織
っ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
ム

ポ
イ
ン
ト
は
ウ
サ
ギ
の
よ
う
な
し
っ
ぽ
で
、

さ
わ
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

の
だ
と
か
。
口
癖
の
『
ん
だ
べ
ぇ
！
』
を
は

じ
め
、
い
つ
も
南
会
津
の
方
言
を
話
す
「
ん

だ
べ
ぇ
」。
恥
ず
か
し
が
り
屋
な
の
で
、ち
ょ
っ

ぴ
り
声
が
小
さ
い
け
れ
ど
、語
尾
に
『
～
べ
ぇ
』

と
つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
大
好
き
な
南
会
津

町
の
P
R
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

千葉県芝山町

福島県南会津町

埼玉県杉戸町

す
ぎ
ぴ
ょ
ん

す
ぎ
ぴ
ょ
ん

Vol.111

福
島
県
南み

な
み

会あ
い

津づ

町ま
ち

千
葉
県
芝し

ば

山や
ま

町ま
ち

埼
玉
県
杉す

ぎ

戸と

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

杉
戸
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ん
だ
べ
ぇ

ん
だ
べ
ぇ

南
会
津
町
観
光
大
使

芝
山
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

東
ブ
ロ
ッ
ク
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（独）国立青少年教育振興機構の貧困対策 ≪学生サポーターの紹介≫

国立青少年教育振興機構は、我が国の青少年教育のナショナルセンターとして、青少年をめぐる様々な課題へ対応するため、青
少年に対し教育的な観点から、より総合的・体系的な一貫性のある体験活動等の機会や場を提供するとともに、青少年教育指導
者の養成及び資質向上、青少年教育に関する調査及び研究、関係機関・団体等との連携促進、青少年教育団体が行う活動に対
する助成を行い、我が国の青少年教育の振興及び青少年の健全育成を図ることを目指しています。

児童養護施設や母子生活支援施設等出身の学生を「学生サポーター」として国立
青少年教育施設に配置。学生サポーターは教育事業の支援等を業務として行う。
機構は業務に対する報酬として毎月定額を支給。

報酬（月額４～１０万円）

生活支援 自立支援

研修支援・教育事業の支援・補助等

社会的経験の蓄積・自己有用感の醸成
社会性や自己肯定感の向上

指導者養成
体験活動の推進

国立青少年教育振興機構学生サポーター
（児童養護施設等出身の学生）

お問い合わせ先 〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
TEL：03-6407-7731 FAX：03-6407-7629

総務企画部総務企画課「学生サポーター」担当
（平日９時～１７時４５分）

国立青少年教育施設
１. 教育事業
青少年及び青少年教育指導者等を対象とする教育事業の実施

●青少年教育に関する地域力向上等のためのモデル的事業の開発
●グローバル人材の育成を見据えた国際事業の推進
●青少年教育指導者等の養成及び資質の向上
●青少年の体験活動等の重要性に係る普及・啓発
・「体験の風をおこそう」運動
・「早寝早起き朝ごはん」国民運動 等

●子供の貧困対策

２. 研修支援
青少年及び青少年教育指導者等を対象とする研修に対する支援

●研修目的の達成に向けた教育指導・助言
●活動プログラムの提供

学生サポーター制度の概要
◆募集対象：①児童養護施設又は母子生活支援施設等に在所しており、次年度

高等教育機関（大学、短大、高専（第４学年又は第５学年）、
専門学校）に進学を予定している高校生等

②上記施設出身で高等教育機関に在学する学生

◆業務内容：①青少年を対象とした体験活動の事業に関する業務
②施設の整備や運営に関する業務 等

◆業務時間：年間４００/６００/８００時間から選択

◆業務場所：国立青少年教育施設（全国２８施設）

◆報酬：年額６０～１２０万円 ※交通費は実費支給、施設宿泊費無料

◆2023年度学生サポーター募集期間：2022年12月1日（木）～2023年1月31日（火）

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員の皆さまの情報収集の利便性
を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取組事例をはじめ、各種統計資等さまざまなデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ
れからも充実を図っていきたいと考えています。ご覧になったご感想・ご意見を、下記のメールア

ドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

情　報

23　2023年（令和 5年） 1月 9日 第3225号
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九
州
中
央
山
地
・
市
房
山
の
山
懐
に
抱

か
れ
、
清
流
球
磨
川
の
源
を
有
す
る
水
上

村
は
、
熊
本
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東

部
を
宮
崎
県
椎
葉
村
と
西
米
良
村
に
接
し

た
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
村
で
す
。

球
磨
川
源
流
の
清
冽
な
水
と
、
肥
沃
な

土
地
か
ら
生
ま
れ
る
、
お
米
、
イ
チ
ゴ
、
お

茶
、
メ
ロ
ン
等
の
農
産
物
。
そ
の
農
産
物
で

作
ら
れ
た
特
産
物
や
、
お
い
し
い
水
か
ら
作

ら
れ
る
球
磨
焼
酎
。
そ
の
他
に
も
シ
カ
肉
を

使
っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
や
ヤ
マ
メ
料
理
、
豊
富

な
山
菜
類
や
椎
茸
、
た
け
の
こ
等
も
自
然
を

生
か
し
た
自
慢
の
産
品
で
す
。

現
在
、
農
林
産
品
の
生
産
、
加
工
、
販

売
を
一
貫
し
た
プ
ラ
ン
の
も
と
に
事
業
展

開
す
る
た
め
、「
水
上
村
産
業
推
進
機
構
」

を
立
ち
上
げ
、
経
済
の
ト
レ
ン
ド
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
シ
カ
肉
を
使
っ
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
桜
の
塩
漬
け
を
あ
し

ら
っ
た
「
咲
く
ら
ジ
ュ
レ
」、
企
業
と
コ

ラ
ボ
し
た
ジ
ビ
エ
餃
子
と
ハ
ン
バ
ー
グ
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
の
商
品
化
、
流
通
に

ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
収
穫
し
た
村
産
米
５
０

０
袋
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
を
、
高
齢
者
施
設

や
幼
稚
園
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
企
業
に
、
初
め
て
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
下
２
番
目
に
高
い
市
房
山
に

は
、
樹
齢
１
０
０
０
年
と
い
わ
れ
る
幹
回

り
が
６
ｍ
以
上
も
あ
る
「
市
房
杉
」
が
立

ち
並
ぶ
神
秘
的
な
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
科

学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
つ
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
目

に
映
る
さ
ま
ざ
ま
な
木
や
植
物
、
聞
こ
え

て
く
る
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
、
き
れ
い
な
空
気

を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
、
き
れ
い
な
水
で
喉

を
潤
し
、
五
感
を
刺
激
さ
れ
て
、
き
っ
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
は
ず
で
す
。

平
成
29
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
施
設
「
水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
は
、
約
１
０
０
０
ｍ
の
準
高
地
と
し

て
、
中
学
、
高
校
、
大
学
、
実
業
団
陸
上

部
や
陸
上
愛
好
者
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
よ
る
「
合
宿
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
の
練
習
環
境
整
備

や
、
宿
泊
先
で
あ
る
村
内
の
民
宿
等
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
選

手
に
必
要
な
栄
養
価
の
高
い
ジ
ビ
エ
料
理

の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
連

し
、
陸
上
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

山
の
中
を
駆
け
抜
け
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ「
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

や
新
春
を
彩
る
「
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
」、
今
年
が
第
１
回
と
な
る
「
奥
球
磨

駅
伝
」
な
ど
を
開
催
し
、
関
係
人
口
や
交

流
人
口
の
創
出
、
ひ
い
て
は
水
上
村
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
活
性
化
の

糸
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
保

健
科
学
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、

ア
ス
リ
ー
ト
支
援
を
通
し
た
学
生
教
育
の

ほ
か
、
村
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組

や
、
地
方
創
生
の
推
進
を
相
互
連
携
し
な

が
ら
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
令
和
４
年
３
月
に
は
、
住
民

の
体
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
指
し

て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
「
サ
ク
ラ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
歩
行

浴
用
25
ｍ
プ
ー
ル
や
高
・
低
酸
素
ル
ー
ム
、

各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
完
備
し
、
専

属
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
も
と
で
、「
水
上
ス

カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
の
連
携
も
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、地
方
創
生
事
業
の
１
つ
と
し
て
、

「
お
試
し
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
自
然
豊
か
な
水
上
村

で
暮
ら
し
、
働
き
、
遊
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
た
く
さ
ん
の
企
業
の
皆
さ
ま
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
高
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
、
本
村
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
に
向
け
た
支
援
に
力
を
入
れ
な
が

ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
も
取
り
入
れ
、「
自

然
・
環
境
」「
産
業
・
経
済
」「
人
間
・
生

活
」
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
健
全
な
発
展

を
続
け
て
い
く「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
」

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
創
出
・
移
住
定
住
の
促

進
・
関
係
人
口
の
拡
大
・
Ｉ
Ｔ
企
業
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
等
、
地
方
創
生
の

確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2023年（令和 5年） 1月 9日　24第3225号
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随  想
新しい創造、
始動から加速へ

中
なか

嶽
たけ

　弘
ひろ

継
つぐ

熊本県水
みず

上
かみ

村長　
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